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Abstract 

The purpose of Ihis study was to investigate aga-related changes in加uscIecross-sectionaI area (CSA) 

of四 praspinatus，shoulder abduction strength， and specific tension. Forly male subjects participated 

in this study， and were divided into 4 a罵e 耳roups(1O-12G， 13-15G， 16-18G， and 1卦-21GトCross

sectional ima草esof supraspinatus血 usclewere obtained with B-阻 odeultrasound apparatus. Shoulder 

abduction stren喜thin Ihe plane of the scapula was measured bilaterally wilh a hand-held dynamometer. 

Specific tension of supraspinatus was calculated by dividing sboulder abduction strength in CSA. ln 

the co四parisonof each group， CSA of supraspinatus and shoulder abduction strength in 1自21Gwere 

si自nificantlygreater than those in 1O-12G and 13-15G (pく0.05-0.01).Specific tension of supraspinatus 

in 1吉田21GWBS si思即日cBntlygreater than those in 1呂田12G(pく0.01).This study su宮gestedthat shoulder 

abduction strength increased by specific tension of supraspinatus in the early phase， and by血uscle

hypertrophy In the next phase. 
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1 .緒言

車車上筋，車車下筋，小円筋，肩甲下筋の4筋は肩関節

の回旋筋鍵援を構成し，清の動的安定性を総持するた

めに重要な役叡を果たしている 競上筋は肩甲骨の練

上禽に起姶を持ち，上腕骨の大結節に停止する筋であ

1)，三角筋と協力して肩関節を外転させる作用を持つ“

練と筋については肩関節障害予紡の観点から多くの

研究が行われている.形態学的な研究においては，視

診や超音波法， M丑訟を舟いて筋厚，筋書野街積，筋体

穏などを指標とし，投球など片側優位に肩関節を使用

するスポーツ選手においても，肩関節に障害を持たな

い場合，利き腕側が非利き腕側を下回ることはないと

1 )九州共立大学スポーツ学部

されている1-6)

また，機能的な研究においても肩関節の外転筋力は，

一般成人やプロ野球選手では利き腕と非利き腕の聞に

羨がみられないことが報告されている4肌砂

これまでの研究は麟t筋の形態と機能を別々に扱っ
たものが多く，総合的に評価したものが見られない.

この瞬間は筋力と最も関連の高い線上筋の筋書百街積の

測定法にあり， MR法を用いるとコストがかかり，超

音波法では筋断面積の撮影が難しいという点が問題と

されてきた.しかし近年，超音波法により線上筋断菌

積の測定法が提案され，その妥当性や再現性が高いと

とが報告されるようになった9-11¥そとで，本研究で

はスポーツ選手を対象に少年期から成人に塗るまでの

1) Kyushu Kyoritsu University Faculty of Sports Science 
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腕上筋の筋断面積，ならびに腕上筋の機能を示す肩関

節外転筋力を測定し，筋断面積と筋力，筋断面積あた

りの筋力として求めた固有筋力指数について年齢によ

る相違を検討することにより，赫上筋機能の発達過程

を明らかにすることを目的とした.

2. 方法

1)対象

対象者は肩関節障害の既往歴を持たない10歳から

21歳までの男子40名であり，肩関節を片側優位に用

いるスポーツ種目を現在および過去に専門に行なっ

ていない者とした.全ての対象者は年齢別に10-12

歳群(10-12G)，13-15歳群(13-15G)，16-18歳群

(16-18G)， 19-21歳群 (19-21G) の4群に分類され

た (Tablel).対象者には本研究の趣旨，安全性につ

いて十分に説明し，事前に実験参加の同意を得た.

Table 1. Subject characteristics. 

Group n Age(yr) Height(cm) Weight(kg) LBM(kg) 

1O.12G 10 10.9士0.7 144.2士6.1 33.9士4.6 30.7士3.6

13.15G 10 13.9ヰ0.7 169.0土9.8 58.0土11.2 48.6土10.9

16.18G 10 17.2ヰ0.8 172.8土7.0 62.0土7.2 57.0土5.9

19-21G 10 20.2土1.0 173.3土5.0 64.3土4.3 57.6土4.0

Mean:tSD. L8M: Lean body mass 

2)棟上筋の筋断面積測定

耕上筋の筋断面積の測定には7.5MHzの探触子を使

用して Bモード超音波診断装置 (SSD-900，アロカ

社)により画像を取得した.測定姿勢は椅座位とし，

上肢を下垂した状態で肩関節中間位をとらせた.撮像

方法はKatayoseら10)の方法に準じて，肩甲腕長の中

点で肩甲赫に対する垂線よりプローブを外側へ傾け，

腕上筋の横径が最短となる画像が得られる角度を採用

した (Fig.l).筋断面積の算出には撮影された画像を

ー=ミよ二ーコ

Fig.l Th巴locationof the m巴asurementstaken by 
ultrasonography 

3)肩関節外転筋力の測定

肩関節外転筋力の測定には徒手筋力測定器(ミュー

タスF1，アニマ社)を使用し， Kellyらωの推奨する

肢位である肩甲平面における肩関節90度外転位にて，

同肢位における等尺性最大外転筋力を測定した.測定

に際しては，反動をつけないように指示を与え 5秒

間の最大努力での筋力発揮を行わせた.測定は休息を

はさんで2回行い，最大値を採用した.

4)体組成測定

体重，除脂肪量の測定には体成分分析装置

(InBody720，バイオスペース社)を用いた.測定前

に被験者を5分程度，座位での安静状態に置いたのち

測定を行なった.

5)固有筋力指数

腕上筋の筋断面積と肩関節外転筋力の関係から，固

有筋力指数を以下の式で算出した.

固有筋力指数 (N/cm2)

=肩関節外転筋力 (N)/腕上筋の筋断面積 (cm2)

コンビュータに取込み，画像解析ソフトウエア (Scion 6)統計処理

Image， Scion Corporation)を用いて，筋の輪郭をトレ 全てのデータは平均値±標準偏差で示した.年齢と

ースすることにより面積を算出した.また，筋断面積 利き腕を要因とした二元配置の分散分析を行い，有意

は各群問で比較を行なうため，除脂肪量の2/3乗を用 性が認められたときにはDunnet法を用い19-21歳群

いて除することにより標準化を行なった. の値(成人値)との多重比較を行なった.いずれも統

計的有意水準は5%未満とした.
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3.結果

1 )棟上筋断面積

超音波法によって得られた腕上筋の筋断面積の年

齢別の例をFig.2に示した.赫上筋の筋断面積(絶対

値)，ならびに除脂肪量の2/3乗で補正された筋断面

積(補正値)は利き腕と年齢の聞に交互作用はなく，

利き腕には主効果が認められなかった (Table2).年

齢群間の比較では筋断面積の絶対値，補正値ともに

0-12歳群， 13-15歳群が本研究において成人値とした

19-21歳群に対して有意に低い値を示した (pく0.05-

0.01) . 

Table 2. Comparison of cross-sectional area of supraspinatus. 

Gr叩p CSA (cm2) CSAILBM (佃rlkli問)
DOM NDOM DOM NDOM 

10-120 4.7士0.6 4.5士0.6 0.48土0.05 0.46土0.05

13-150 7.0士1.3 6.5士1.2 0.5ll0.05 0.49士0.06 事

16-180 8.5士0.8 7.8土1.0 0.58土0.04 0.53土0.06

19-210 8.2土0.8 8.4土0.8 0.55土0.06 0.56土0.05

Mean:tSD. CSA: cross-sectional area， LBM: lean body mass. 
DOM: dominant side， NDOM: nondominant side. 
本:p<O.05

.1 -5 
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Fig.2 Ultrasound image of supraspinatus muscle. 
1O-12G: 1O-12years group， 13-15G: 13-15years group， 
16-18G:16-18 years group，19-21G:19-21 years group. 
SSP: supraspinatus muscle， TR: trapezius muscle. 

2)肩関節外転筋力

肩関節外転筋力の結果をTable3に示した.利き腕

と年齢の聞に交互作用はなく，利き腕には主効果が

認められなかったが.年齢群問の比較では10-12歳群，

13-15歳群は19-21歳群に対して有意に低い値を示し

た (pく0.01).

3)固有筋力指数

固有筋力指数の結果をTable3に示した.利き腕と

年齢の聞に交互作用はなく，利き腕には主効果が認め

られなかった.年齢群間の比較では10-12歳群のみが

19-21歳群に対して有意に低い値を示した (pく0.01).

Table 3. Comparison of abduction strength and specific 
tension index. 

Group ABD (N) ABD/CSA (N/cm2) 

DOM NDOM DOM NDOM 

10-120 35.6士6.8 30.8士8.3事* 7.4士1.6 7.3士1.9 事事

13-150 65.9土25.8 56.30122.5 9.0X2.1 9.0土2.0

16-180 88品 28.7 84.50120.8 9.4012.8 9.批2.9

19-210 89.3士26.5 83.2X21.5 9.妊2.5 9.7士2.4

Mean:tSD. ABD: abduction strength. CSA: cross-sectional 
area. 
DOM: dominant side， NDOM: nondominant side. 
特 :p<O.Ol.Significant difference from 19-21G. 
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2)肩関節外転筋力

腕上筋の機能評価を目的とした筋力測定はさまざま

な肢位で行なわれている12，14-18) しかしながら，いず

れの方法を用いても腕上筋のみが発揮する筋力を他の

筋が発揮する筋力と分離して測定することは困難であ

る.そのため，腕上筋の機能評価においては腕上筋の

筋活動が高く，他の筋の筋活動が抑制される肢位を見

出すことが1つの課題となってきた山7) Kellyらωlま

さまざまな肢位の中から腕上筋の機能評価に最もふさ

わしい肢位として肩甲平面において肩関節を90度外

転した状態での外転筋力の測定を提案している.光金

ら18)は同肢位におけるハンドヘルドダイナモメータ

ーによる筋力測定の再現性が高いことを報告している.

肩関節外転筋力は10-12歳群と13-15歳群の最も年

齢の低い2群が成人値に対して低値を示した.肩関節

外転筋力については若年者群 (26""36歳)と高齢者

群 (55""66歳)を比較した研究において，若年者群

が高い値を示すことが報告されているが19) 発育・発

達期における研究が見られない.しかし，握力，背筋

力などの筋力一般については， 20歳代で最高値を示

すことはよく知られており制，本研究においても同様

の結果が示されものと考えられる.

他
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本研究では腕上筋の機能の発達過程を明らかにする

ため，筋横断面積，肩関節外転筋力，固有筋力指数に

ついて， 10歳から21歳までの男子を年齢別に4群に分

け比較を行なった.

考察
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1)棟上筋の筋断面積

腕上筋の筋断面積は絶対値においても補正値におい

ても10-12歳群と13-15歳群が成人値である19-21歳群

の値に対して低い値を示した. Katayose et al10)は腕

上筋の筋断面積については20歳代から70歳代までの

各年代において利き腕側の筋断面積は大きく，年齢が

高くなるとともに筋断面積が小さくなることを報告し

ている.本研究の結果とKatayoseet al10).の結果を比

較したものをFig.3に示したが，腕上筋の筋断面積は

20歳代を頂点としたカーブを示すことが示唆される.

同様の結果は身体の各部位の筋厚についても見られる

ことが報告されているゆ.また，発育発達期の筋断面

積についても， 12歳""22歳までのサッカー選手の大

腿部の筋や大腰筋の場合，大腿筋断面積がU17(16 

"" 18歳未満)以降，大腰筋断面積がU15 (14""16歳

未満)以降の年齢では成人であるU22 (20""23歳未

満)と差が見られないことが報告されており凶，筋厚

や筋断面積は身体部位が異なっても20歳代で最大値

を示し， 10歳代の後半で成人値に達するという点に

ついては同様の傾向があるものと考えられる.

3)固有筋力指数

固有筋力指数は筋の単位断面積あたりの発揮筋力を

示す指数であり，運動単位の動員など神経系の要素を

反映した指標と考えられる.これまでにも肘関節や膝

関節の仲筋群，屈筋群，足関節の底屈筋群，背屈筋群

などを対象にトレーニングや加齢，筋の種類などによ

る比較研究が行なわれている21回.

本研究において固有筋力指数は10-12歳群のみが成

人値に対して低い値を示した.先に示した筋断面積や

筋力は16-18歳群以降では成人値との差が見られない

ことから， この年齢でほぼ成人値に達していると考え

ることができる.一方，固有筋力指数が成人値に達す

るのは13-15歳群以降であり，時期的な相違が見られ

る.固有筋力指数が筋断面積や筋力よりも早期に成人

値に達することが示された.また，それ以降は固有筋

力指数が増加していないことを意味しており，腕上筋

の機能的発達においては10歳代前半では神経系の改

善による筋力増加が中心になり， 10歳代後半にみら

れる筋力増加は筋肥大に伴う筋断面積の増加を要因と

するものである可能性が示唆される.

以上のことから，肩関節に既往歴をもたない一般男

子では利き腕と非利き腕の聞に筋断面積や筋力の差は

• Left 
o Right 
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J!られず，両側ともに10歳代前半では閥有筋力の増

加に伴う筋カ増加， 10歳代後半では筋断函積増加に

よる筋力増加が起こり成人僚の筋サイズ，筋力が形成

されるものと考えられる.

5 結論

定期的にスポーツ活動安行なっている10歳から21

歳の男性を対象に線上筋の筋断面積とその機能を示す

肩関節外転筋力，解剖学的筋断言語積あたりの筋力とし

て示された国有筋力指数を求め，以下のような結論を

得た

1)線上筋の筋断篇i意書，肩関節外転筋力，間有筋力指

数はいずれも年齢君事問には差が見られたが，科き腕

と非利き腕の問には差が見られなかった.

2)麟上筋の筋断笛穣，清関節外転筋力が成人鐙に遼

するのは16-1由歳群以降であった.

3)線上筋の国有筋力指数が成人値t::達するのは

13-15歳若手以降であった.

以上ぬことから，蘇上筋の筋断面積，肩関節外転筋

力と固有筋力指数が成人鐙に達する時期には菱があり，

間有筋力指数は筋断言語穣や清隣節外転筋力よりも阜期

に成人値1::達することが示された.
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Abstract 

The purpose of出epresent study was to investigate perfo口nancedurin甚repeatedcyclin甚sprints(RCS) 

by surface electromyogram (SEMG) activity and sense of fatigue. Seven healthy subjects (mean土 SD，

22.7土3.5years， 170.4土 5.7cm，時5.4土 5.5kg) performed RCS (ten 1O.sec cycling sprin臼)interspersed 

wilh both 30-sec and 360-sec recovery periodιRecovery periods of 3品目 sec背ereset before the 5th and 

盟thsprints. Peak power output divided by body臨ass(pPO・BM-J)was correlated with SEMG indices in 

only 2 out of 7 subjects and ratings of perceived exertion (RPE) immediatcly before each cycling sprint 

in 6 out of 7 subjects. RPE immediately before each cycIing sprint was correlated with blood lactate 

concentration (r ~ 0.72: P < 0.01) and oxygen uptake (r ~ 0.61: P < 0.01)，盟inuteventilation (r ~ 0.71: P 

< 0.01)， and heart rate (r ~ 0.57: P < 0.01) im聞edialelybefore each cyclin富sprinl.These results indicate 

that performance during RCS was determined by not only efferent motor co町lmandfrom the central 

nervous system (CNS) !o peripheral muscles bu! also田etabolicstress in peripheral muscles. It is though! 

!ha! !hc CNS sc! pcrformancc bascd on a百ercntinforma!ion from pcriphcral musclcs and organs in the 

subse司uen!exercise during RCS. 

庇藍YWORD皐:repeated sprtnts， central nervous system， surface electromyogra悶， ratings of 

perceived exertion， central governor model 

緒雷

我々がH常生活やスポーツ競技において運動を行う

場合，運動は永久に継続できるわけではない.これは
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一毅的に，筋疲労の発生が遼動の継続を凶難にさせる

ためであると考えられている.この筋Il量労が発生する

メカニズムを鳴らかにすることは，スポーツ科学に携

わる者にとって長年の課題であり，健康促進やスポー

1) Kyushu Kyorilsu University Paculty of Sports Science 
2) Laboratory of Ex訂dseP抑制logy，Heal也 andSporls 
Education， Graduate School of Education， Ho主主aido
U阻Lversity，Sapporo. Japan 
3) Dep.rtm田ltof Human Developmental S臼ences，
Faculty of Educa!ion， Hokkaido U困ve.四ity.Sapporo， 
Japan 



呂 松滞亮太他

ツ競技力向tのために運動を行っている者に対して非
常に重重要な意義を有する.運動やスポーツには非常に

多くの形態や種目が存在するが，最大下強度の連続的

な長時間運動から構成されるものよりも，短時間の全

力運動を間欠的に繰り返す運動によって構成されてい

る種目の方により多くの割合の人々が参加している

と言われている (Gaitanoset al. 1号93")幅

筋疲労の原図として，筋肉pHの低下やエネルギー

基質の枯渇が筋活動に及ぼす磁影響が伝統的に最も

検討されており，とれは末梢性疲労と呼ばれている

(Firt8 1官官4勺.短時間全力運動の繰り返し凌用いた

先行研究(盟a180met a1. 1992竺Billautet al. 20034)， 
Bo草daniset al. 1官官8"，Gaitanos et al. 19931)， Ratel 

et al. 2002'))においても，末構伎疲労による運動パ

フォーマンスの低下が議論されている.しかしながら

最近では，末梢性疲労のみで筋疲労が説明できないと

とを示唆している研究も見受けられる.これらの研究

では， Ulmer (1閥的ηの提唱した目的約予期モデル

を基に筋疲労の検討を行っている目的的予期モデル

に基づいた筋疲労の捉え方を概説すると以下のように

なる.運動によって骨格筋や末梢器官(心臓および腕

など)で起きた変化は求心性信号として中枢神経系

(CNS)へ滋られ，この求心性信号によって伝えら

れた情報が，その後I::CNSから末梢へ送られる遠心

性運動指令の作成過程を修飾する a この求心性信号が

遠心性運動指令の作成過程を修飾する段階で， CNS 

は求心性情報に基づいて運動を完遂できるようなパフ

ォーマンスを設定し，その結主誌が筋疲労として現れる，

というものである(Lambertet a1. 2005幼. Noakes et 

a1. 20059'，日tC1air Gibson et al. 2001a1O').ただし，

これらの研究ではCNSが求心性情報に基づいて設定

したパフォーマシスとp 設定されたパフォーマンスに

基づいてCNSから末梢へ送られる遠心性運動指令が

同一視されてしまっている.筋で発揮されるパフォー

マンスは， CNSからの述心性運動指令と筋のエネル

ギー供給能の相互作用によって決定すると考えられる

ので， CNSは事前に設定したパフォーマンスを発揮

するために末梢筋の状況を踏まえた渓心性運動指令を

筋へ送るはずである.また， Ul開 er(1倒的 7)の提唱

した目的的予期モデルのように末梢からの求心性情

報によってCNSでパフォーマンスが事前に設定され

ているのであれば，末梢からの求心性情報を総括的に

反映すると考えられる疲労感とパフォーマンスには何

らかの関係があると思われる，

本研究の目的は，繰り返し自転車スプリント

(Repeated Cycl!ng Sprints : RCS)時におけるパフ

ォーマンスと， CNSから末梢へ送られる遠心性運動

指令の結果として表れる筋活動を観察し，求心性情報

に基づいて設定されるパフォーマンスと設定されたパ

フォーマンスに幕づいて末梢へ送られる遼心性運動指

令の関係を検討することであったーまた，末梢からの

求心性情報と運動パフォーマンスについて総括的に理

解するため， RCSにおける各スプリント直前の疲労感

とその直後に行われるスプリントでのパフォーマンス

の関係も検討したー

短時間の全力自転車スプリントを繰り返した場合，

運動時の ATPは主にクレアチンリン楼 (PCr) と解

糖系によって供給されると考えられ (Gai抽noset a1. 

1993"， Nevill et a1. 1官官6'勺，筋肉pHの低下と

PCrの減少が代議ストレスとして作用する可能性があ

る.そとで，木研究では筋肉pHとPCrが求心性情報と

して果たす役割安分際するため.PCrがほぼ完全に回

復する360秒休息 (Arsacet a1. 2004叫， Harris et a1. 

1宮河川， McCann et a1. 1宮前岬}をRCS時に適笠採

用して検討を行った.

方法

被験者

被験者は7名の健康な大学生および大学院生{年

齢:22.7土 3.5(SD)歳身長:170.4土 5.7cm， 

体重:65.4士 5.5kg)マあった被験者は定期的に

運動トレーニングを行ってお号，神経筋障害を有する

者および喫嬢者はいなかった.実験に先立ち，ci:ての

被験者に実験の趣旨，内容および危険性について口頭

ならびに文書にて十分な説明を行い，淫解の上で同意

書を得た.本研究は，北海道大学大学院教育学研究院

倫理委員会の承認を得て実絡したe

爽験デザイン

被験者は2つのテストをそれぞれlliJの円に行い，各

テストは少なくとも28閣の間隔を空けた.最初のテ

ストは予備テストであり，各被験者の身体特性を測定

し， RCSと主観的運動強度 (RPE)に慣れるために下

述する実験プロトコルの1-4セyトを行った.この時

に測定した各被験者の体重 (BM)は，自転車スプリ

ント時の負荷を決定するために用いた.各被験者には，

それぞれのテストの24時間前から高強度運動の実施，

ア}vコールの摂取，カフェインの摂取を控えるように
指示した.
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実験プロトコル

被験者は実験開始の30分前に実験家安訪れ，実験

機器の取り付けを行った実験機器の取り付け後，被

験者は自転車工ルゴメータのサ)<)レ上で3分の安静状

態を保った後 5分間のウォーミングアップそOWの

負荷で行った，ウォーミンゲアップ時のベダリンゲ

速度は100rpmとした.とのウォーミングアップの官

僚と同時にRCSテスト凌開始した.現CSテストは10秒

間の自転主主スプリントを10図繰り返すものであり， 2， 

3， 4， 6， 7， 8， 1自セット自の霞前には30秒の動的

体患を採用し， 5，官セット自の直前には360秒.u;患を

採用した.動的休息はウォーミングアップと同様 o
wの負荷で100rpmの自転車運動を行うものとした

会ての自転車スプリントは0.075'BM ・宮 81'に相当

する負荷 (F)[N]で行った (Ayalonet a1. 1974")). 

被験者には，自転車スプリント時において出来る縦り

多くの回転数をベダリングするように指示した.RCS 

の繰り返し数は事前に被験者には伝えなかった.RCS 

除運動中と休息'1'の両方で被験者はヱルゴメータの
サド)J;上1::座った状態であった さをでの自転車スプリ

ントのスタートには，ローリングスタートを採用した.

繰り返しの自転車スプリント

全ての運動は，運動の継続時間や負荷を調節す

るコンビュータを内蔵した自転車ヱルゴメータ

(POWE宜MAX-VlI， Combl， Tokyo， Japan)を

用いて行った 任意の運動におけるピーク回転数

(翌日皿開.lが自転車ヱルゴメータ前部に取り付けら

れているスクリーンに表示されるので，スクリーンに

は覆いをした.各自転車スプリントにおけるrpmの時

系列変動は， 10Hzでオンラインコンピュータに記録

された圃被験者がエルゴメータに座る際には足をペダ

ルの上に乗せ，サドルの高さはペダルが最下織にある

ときに膝関節がわずかに訟がるように調節した ペ

ダルに乗せた足はストラップで同定し，運動時に足

が滑らないようにした.各自転車スプリントにおけ

るピークパワー発揮 (PeakPower Output : PPO)は，

Lako臨y (1宮86)国と同様の方法で算出した.コン

ピュータ1::記録吉れたrpmの結果は1秒毎1::平均し，

平均した1秒毎の油田から1秒間隔の加速度を求めた

との加速度から1秒間隔で “excess load" を算出し

た.平均した1秒毎のrpmとそれぞれの “effective 

load (res!stlve load + excess load)" の積を対い，

RCS時の補正パワ一発揮を決定した刷

Power output [wl = rpmーかeffectiveload [N: 喝0.04'

定数6は，自転車工)J;ゴメータのフライホイールが

360'回転した場合に内繊コンピュータによって計

算される距離{臨]，定数日0.04は単位Nm~ min-1を

単位Wに変換するための値 [Nm' m!n" • W"]であ

る.各自転車スプリントにおいて， rpmと “e百ective

load" の積で最大のものをPPOとしたa 被験者の身

体特性の差によるぱらつきを減少させるため， PPOは

BMで除して (PPO・BM")結果に用いた.

血中乳酸濃度

血中乳酸濃度 ([La-])は，キャピラリー凌用いて

指先より微量 (25Jl L) の血機を採取し，震ちに乳

酸分析器 (YSI1500 SPORτYSI， OH， USA)に

より分析することで求めた.乳酸分析器の較正は，各

被験者の各テスト開始前1::標準液 (5mmol • L う

を用いて行ったー採血はウォーミングアップ完了30

秒前 (Prel)，RCSの5セットBおよび§セット自を

開始する30秒前 (Pre5，Pre習)およびRCS終了直後

(Post-Ex)に行った.

呼気ガスおよび心拍数

酸素摂取量(VO，)のデータは呼気ガス分析器 (AE

280S， Minato Medical Science， Osaka， Jap叩)を

用いてbreath-by-breathに決定した換気量 (V日)

はhot-wirenow meterを用いて測定し.flow出 eted立

2.0 Lのシリンジを用いて較正した. 0，およびCO，濃

度は，それぞれジルコニア式0，センサーおよび赤外

線CO，センサーを用いて測定した.呼気ガス分析棋は

標準ガス (0五15.17%， CO，: 4.官2%)を用いて較正

した.Zこの較正は各被験者の各テスト開始前に行っ

た.VO，は運動開始前の安静時，運動時および回復期

に逮続的に測定し. 10秒f手の平均値を算出した闇被

験者の身体特性の差によるぱらつきを減少させるため，

BMで除したVO，(VO，'BM")を結巣に舟いた凶各自

転車スプリントを開始する直前の10秒におけるVO，.
BM"およびVE色それぞれpreVO，およびpreVEとし

た.心拍数(狂的は，呼気ガス分析器に備え付けら

れた心強モニターを用いて測定し， 10秒毎の平均値

を算出した，各自転車スプリントを開始する直前の

1自秒におけるH丑を， preHRとした.

主観的運動強度

RCS持，全身のRPEはBorgの15ポイント(ふ20)

スケールを用いて評価し，スケールは被験者の目の

前に設寵した. RP誌は， RCSの各自転車スプリント
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r jP(f)df / r P(f)df 
亮太松浦10 

fは周波数， P(f)は筋電信号のパワースペクトルであ

る.本実験の各自転車スプリント時におけるパワー発

揮の解析の結果，平均して運動開始からペダリング6

回転目でピークパワーが発揮されていたので 5回転

目と6回転目におけるRMSとMPFを平均して，各自転

車スプリント時のピークパワー発生局面での値とした

(Racinais et a1. 2007ω) .センサー電極を取り付け

る場所にはマークを付け，条件間で位置が異ならない

ように十分注意した. RMSとMPFは1セット目の値の

比率で表し，正規化した.

MPF=M1/Mo= 

統計処理

結果は平均値±標準偏差 (SD)で表した.時間

の主効果を検定するために反復測定の一元配置分散

分析を用いた. F値に有意差が見られた場合， Tukey 

Kramer's post-hocテストで比較を行った.三変量聞

の対応関係の強さはピアソンの相関係数により示した.

有意水準は5%未満(pく 0.05) とした.

ピークパワー発揮

PPO・BM1には有意な時間の主効果が見られ

(F954=8.22 ; p<o.ooo1)， 1セット目と比較して4，7， 
8， 10セット目で有意に減少していた.また 5セッ

ト目と9セット目の聞に有意な差はなかった (Fig.1). 

結果

の開始10秒前にスケールの数字を指差してもらうこ

とで記録した.各テストの開始前，安静時の状態を

r6-7 (非常に楽である)1最大に疲労を感じた状態
を h9-20 (非常にきついH とするように指示した.

また，休息時にRPEを評価するということで， RPEは

運動完了後に全身に残っている努力，苦痛，不快感お

よび疲労感覚を反映したものとするように注意した

(Utter et a1. 200717)) • 

表面筋電図

表面筋電図 (SEMG) は，各自転車スプリント運

動時に左脚の外側広筋 (VL)から1000Hzのサンプ

リング頻度で導出した.表面電極を取り付ける前に

は，皮膚抵抗を減らすために以下の処置を記録部位に

施した.まず除毛を行い，皮膚表面を皮膚前処理剤

で薄く削った.その後，アルコールを用いて皮膚全

面を清潔にした.双極のSEMGセンサー電極的X230，

Biometrics Ltd.， Gwent， South Wales， UK;双極

間距離:20 mm) は，膝蓋骨上縁より5横指近位部

の大腿外側部であるVLの筋腹に取り付けた.基準電

極は右手首の茎状突起に取り付けた. SEMG信号は

SEMGセンサー電極に内蔵された増幅器(周波数帯

域=20-450 Hz ;同相除去比 (CMRR)> 96 dB ;入

力インピーダンス>10 TQ ゲイン=1000) によっ

て増幅し， AD変換器 (MacLab/8s，AD Instruments， 

Bella Vista， NSW， Australia) を経由してデジタル

信号へ変換した後，コンビュータに保存した.その

後，コンビュータに保存したSEMGのデータは，解析

20 

18 

16 

14 

12 

10 

1 

9 3 4 5 6 7 8 

Number of sprints 

2 

10 

8 

Fig. 1. Changes in peak power output (PPO) divid巴dby body 
mass (BM) in each of the subjects (PPO・BM-1)during repeated 
cycling sprints (RCS). *: significantly di仔er巴nt(P < 0.05) from 
the valu巴inthe 1 st sprint. 

ソフト (Acknowledge，BIOP AC Systems， Goleta， 

CA， USA) を用いてオフラインで処理した.デジタ

ル化された生データは， 5-500 HzのレンジでFIRバ

ンドパスフィルタ処理を行った. RCS時のSEMG活

動は，筋パーストの開始と終了の聞の二乗平均平方

根 (RMS) と平均パワー周波数 (MPF) を用いて決

定した (Racinaiset a1. 200718)) .筋パーストの開

始地点と終了地点は，士 0.2mVの一定の闇値を用

いて決定した (Bi1lautet al. 200519)， Racinais et al. 

20071的).周波数パワースペクトルを算出するため

に，各筋パーストの電気信号は高速フーリエ変換を行

った.高速フーリエ変換で得られた周波数パワース

ペクトルの解析は5-500Hzのレンジに限定し (Kay

et al. 200120)， St Clair Gibson et al. 2001 b2り，次

式 (Moritaniet al. 198222)) に基づいてMPFを算出し

た:

(
F
E
-
E
)
F
E
m
-
o
a
a
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血中乳酸濃度

血中 [La-Jは時間の主効果が有意であり (F4.24 = 

119.35 ; P< 0.0001)， Prel (1.5 :t 0.4 mmol・L-1) 

よりもPre5 (12.5士 2.3mmol'L -1)， Pre9 (15.2士

4.1 mmol'L-1)および、Post-Ex(16.4 :t 3.6 mmol'L -1) 

で有意に高い値を示した (Fig.2).さらに， Pre9およ

びPost-Exの血中 [La-IJはPre5の血中 [La-Jよりも

有意に高かった.

主観的運動強度

RCS時の各自転車スプリント直前におけるRPEの

変化はFig.4に示されている. RPEでは有意な時間の

主効果が見られ (F旧二 34.49: P < 0.0001)， Prelを

除いた全ての値がPrelの値よりも高かった.

Pre 
10 

繰り返し自転車スプリント時におけるパフォーマンス 表面筋電図活動と疲労感からの検討
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Fig. 4. Changes in ratings of perceived exertion (RPE) 10 s巴C
before each of the ten cycling sprints during repeated cycling 
sprints (RCS). *: significantly diff，巴rent(P < 0.05)仕omthe value 
immediat巴Iybefore the 1st sprint (Prel). 

2

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

 

2

2

1

1

1

1

1

 

(

「

1

」
一

O
E
E
)
{
l悶
」
]
℃
0
0一∞

表面筋電図

RCSの各自転車スプリント時におけるRMSとMPF

はFig.5に示されている. RMSには有意な時間の主

効果は見られなかった (F9.54= 1.25 ; P > 0.05)が，

MPFでは時間の主効果が有意であった (F9.54= 3.77 ; 

P < 0.01) . MPFでは 5セット目と9セット目の両方

の値が 2セット目および3セット目の値よりも有意

に高かった.

1 
Post-Ex 

Fig. 2. Changes in blood lactate concentration ([La-]) during 
repeated cycling sprints (RCS). *: significantly different (P < 
0.05) from the value immediat巴Iybefore the 1st sprint (Prel). 
柿:significantly different (Pく0.05)from the value immediately 
before the 5th sprint (Pre5). 

Pre9 Pre5 Pre1 

各自転車スプリント直前の酸素摂取量，換気量，心拍数

RCS時のpreV02，preVEおよび、preHRの変化は

Fig.3に示されている. PreV02， preVEおよびpreHRの

全てで有意な時間の主効果が観察された (preV02 : 

F9，54=220.52 ;Pく0.0001，preVE :F9，54=111.27 ;P<O.OOOI， 

preHR: F附=124.86 ; P < 0.0001) • 
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Fig. 5. Changes in RMS from the left vastus lateralis (VL) (tl伊)
and mean power仕巴quency(MPF)仕omthe left VL (bottom) 
normalized by the 1st sprint value during repeat巴dcycling 
sprints (RCS). #: significantly different (P < 0.05) from the 
valu巴inth巴2ndsprint. ##: significantly diff，巴rent(P < 0.05) 
from value in th巴3rdsprint. 

・
P問 Pre Pre Pre Pre Pre Pre Pre Pre Pre 
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Fig. 3. Changes in oxygen uptak巴(VOz)divided by body mass 
(BM) in each of the subjects， minute ventilation (VE)， and 
heart rate (HR) for 10 sec immediately before each of th巴
ten cycling sprints (pr巴VOz:top， preVE: middle， and pr巴HR:
bottom， respectively) during repeated cycling sprints (RCS). 
*: significantly different (P < 0.05) from the value immediately 
before the 1 st sprint (Pr巴1).帥:significantly differ巴nt(P < 0.05) 
from the value immediately before the 2nd sprint (Pre2). 



PPO ・BM-1とRMSおよびPPO・BM-1とMPFの相関関

係を検討したところ，それぞれ2名の被験者が有意

な正の相闘を示しただけであった. 乙れらの結果は，

RCS時のパフォーマンスがSEMG活動のみを反映して

いるわけではないととを示唆している.本研究におけ

るRCSでは，血中 [La-Jが5セット目直前よりも9セ

ット目直前で有意に大きかった.このことから， RCS 

の経過に伴い筋肉pHも低下していたことが推察され

る. SEMGの周波数パワースベクトルは筋肉pHの低

下によって低周波帯へ移行することが報告されている

(Hagberg 1981却， Komi and Tesch 197924)). ま

た， 9セット目のMPFと1セット目のMPFの聞には

有意な差が見られなかったが，被験者7名中5名にお

いて， 9セット目のMPFは1セット目および5セット

目よりも大きな値を記録した. MPFが筋線維活動電

位伝導速度 (MFCV) を表すこと(Lindstr?met al. 

197025)， Moritani et al. 198626)， Stulen and De 

Luca 198127))， SEMGから算出したRMSが動員され

ている運動単位 (MU)の数と動員されているMUの

発火頻度を表すこと(Lindand Petrofsky 197927) ， 

Moritani et al. 1982叫)，およびRMSがRCS時に有意

な変化を示していなかったことを考慮に入れると， 9 

セット目では1セット目および5セット目よりも速

筋線維の選択的動員が起きていたことが推測される

(Matsuura et al. 20062同).このような筋動員が推測

される状況で，有意差は見られなかったが9セット目

のPPO・BM-1は全被験者において1セット目よりも低

い値を記録していた.したがって，RCS時のパフォー

マンスはCNSからの運動指令のみで決定するのでは

なく，筋肉pHの低下といった筋代謝による影響も反

映されるととが考えられる.

Ulmer (1996) 7)やUlmer(1996) 7)の提唱した目

的的予期を支持する結果を報告している研究者たち

(Lambert et al. 20058)， Noakes et al. 20059)， St 

Clair Gibson et al. 2001a叫)は，末梢および、末梢器

官からの求心性情報に基づき， CNSが事前に次の運

動で発揮されるパフォーマンスを設定するとしている.

末梢および末梢器官からの求心性信号の発信源として，

骨格筋，心臓，呼吸筋が挙げられている (StClair 

Gibson and Noakes 200428)). したがって，本研究に

おける各自転車スプリント直前のRPEは，筋の代謝

産物， HRおよびVEと関連があると思われる.実際に，

各自転車スプリント直前のRPEと血中 [La-J， preV02， 

他

相関関係

7名の各被験者におけるPPO・BM-1とRPE，PPO・

BM-1とRMSおよびPPO・BM-1とMPFの相関係数を

Table 1に示した. PPO・BM-1とRPEでは 1名を除

いた6名において有意な負の相闘が見られた. PPO・

BM-1とRMSおよびPPO・BM-1とMPFでは，それぞれ2

名の被験者が有意な正の相闘を示しただけに留まった.

各自転車スプリント直前のRPEとpreV02，preVEおよ

びpreHRの相閣係数は，それぞれ0.61 (pく 0.001)， 

0.71 (p < 0.001)および0.57 (p < 0.001) と有意な

正の相闘を示した (Table2) .さらに，血中 [La-J

とRPEの関係を検討するため，これらの2つの変量に

おけるPre1，Pre5およびPre9の値を用いて相関係数

を算出したところ， 0.72 (p < 0.001)と有意な正の

相闘が見られた (Table2) . 

察

亮太

考

松浦12 

Correlalion coefficienl (n = 10) 

PPO.BM-1-RPE PPO.BM-1-RMS PPO.BM-1-MPF 

Table 1 Correlations coefficient for ratings of perceived 
exertion (RPE) before each of the ten cycling sprints， root 
mean square (RMS) and mean power仕equency(MPF) 
caiculated from surface electromyogram (SEMG)， and peak 
power output (PPO) divided by body mass (BM) in each of 
the subjects (PPO・BM-1).
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': P< 0.05 
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G

 

Correlation coefficient 

RPE-preVE 

RPE-preHR 

0.61 ** (n = 70) 

0.71 ** (n = 70) 

0.57** (n = 70) 

0.72** (n = 21) 

RPE-preV02 

RPE-blood [La-j 

付:P < 0.01 

Table 2 Correlation coefficients for ratings of perceived 
exertion (RPE) before each of the ten cycling sprints， 
0河rgenuptake (V02)， minute ventilation (VE)， and heart 
rate (HR) for 10 sec immediately before each of the ten 
cycling sprints (pre V02， preVE， and preHR， respectively)， 
and blood lactate concentration ([La-]). 
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preHRおよびpreVEの筒には有意な正の相関が見られ，

各自転車スプリント直前のRPEが骨格筋，心臓および

呼吸筋からの名求心性情報を総括的に反映したもので

あったと考えられる幅本研究と同様に，逮動の急速

時におけるRPEと生理学的変電の相関を検討した先行

研究 (Greenet a1. 2哲郎刊では，血中[La-JとRPE

の間の相関係数は仏34，HRとRPEの聞の格関係数は

0.44であった.これらの相関係数は本研究のものより

も低い値であり，本研究で記録古れたRPEは末梢から

の求心性情報をよく反験していたととが推察される，

本研究で記録されたRPEは，その直後に行われたパ

フォーマンス(i.e.PPO' BM") と有意な負の栂関が

示された.RPEは末梢からの求心性情報を総括的に反

験していたと考えられるので.RCS時のパフォーマン

スは末椴からの求心性情報に基づき. CNSによって

事前に設定されているととが示唆される.したがって，

RCSのような録時間の会}J運動を間欠約に繰り返すよ

うな運動では，休息時I:RPEを測定することでその直

後に発揮されるパフォーマンスを予報できる可能性が

ある.

結論として. RCS時におけるパフォーマンスは，

CNSからの遠心性運動指令と骨格筋の代謝状況の両

方によって決定される緬また， RCS時にはCNSが末梢

からの求心性情報に基づき，次に行われる運動での発

揮パフォーマンスを設定していると考えられる.
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Abstract 

Kyushu Kyoritsu University estab!ished the faculty of Sports Science in 2006. The faculty of 

Sports Science has introduced Iibrary information education for reshman into its curriculum since its 

establishment. We analyzed the effect of Iibrary information education for the students in the faculty on 

the皿;Horiuchi and Yazaki (200昌)and (2009). In this paper we studies how the students， who are senior 

in particular， acquire information skill about the use of library by nalyzing the Iearning trend of the盟

and the results of questionnaire for them. 
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1.はじめに

スポーツ学部設撹から4年が経過した.そこで4年

間継続的に行った図書館情報{リテラシー}教育の結

果が学生の学習傾向にどのような効果をもたらしたか，

また学生の学習及び図書館の利用についてどのような

動向をみせたかが見えてきた

元々Zこの動向調査についての始まりは昨年，一昨年

発表した紀婆でも述べているが，スポーツ学部が大き

な柱として掲げているスポーツを議した全人教育と心

の教育の中で f社会組織の中でどう自分が動くのかJ， 
f人をどう動かしまとめるのかjといったコミュニケ

ーション能力の向上からであった.

また大学1::通うことによる様々な開題意識を持ち，

1 )九州共立大学スポーツ学部
2)九州女子大学，九州女子短期大学附属語草著書館

社会人としての資質を研ぎ，社会の中におけるスポー

ツの意義と生かし方を学V:， 深い洞察力と知識を身に

つけることを自擦として図書館情報{リテラシー}教

育を行ったことがきっかけである出

そのきっかけ苦をもとに図書館情報(リテラシー)教

育を始めたが，継続的に学年が上がるにつれて見えて

くる学習傾向は興味深いものである.

霊園 目的

今回も昨年発表した紀要同様「図書館情報(リテラ

シー)教育におけるスポーツ学部学生の利用に伴う動

向についてjをもとに，スポーツ学部の新入学生およ

び各学年の学生を対象に図書館情報教育の学習効果お
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よび図書館利用動向の調査を行うこととした 3年生になった際には「スポーツ学演習 1，II Jの講義
新入学生から4年生までのそれぞれの図書館情報

(リテラシー)教育は，学生にとってどのような効果

を見せてきたか，また4年間継続的に行ってきた効果

はある一定の傾向を示すのではないかとみている.

特に最終学年の4年生が新入学生の時に受けた「図

書館情報(リテラシー)教育J， 3年・ 4年で受けた

「図書館活用」など学年が経るにつれて習得した図書

館における情報スキルの講義がどのような効果を見せ

ているかを目的とした.

これらを踏まえ，スポーツ学部の情報(リテラシ

ー)教育と図書館がどのようなかかわりを持ち，連携

した協力体制で学生の学習援助を行っていくかの指針

を出すことを目的とした.

3. 実施内容の説明

学部と連携した図書館情報(リテラシー)教育は4

年目を迎え正式に学部の講義の一部として組み込まれ

実施している.

例年，スポーツ学部1年生全員は「人間基礎演習」

の講義時間1コマを「図書館情報(リテラシー)教

育Jの時間として提供してもらい4月""6月にかけて
新入学生ゼミ (StepO)を行っている.講義の内容と

しては表1のとおりであり，前述の紀要に載せている

ためここでは詳細な説明は省く.

【StepO】 新入生を対象に図書館の利用方法およひ館内案内
図書所蔵検索， 事項検索

【Stepl】
新入生(大学1'""'2年生)を対象に基本的な図書館の
使い方及びパソコン操作の習得

iStep1Jで習得した図書館利用のスキルを大学3'""'4年，

【Step2】
大学院生でさらに向上させ，より迅速に情報収集が
行えるようにパソコン操作ができ，情報の取捨選択が
できるスキルを習得させる

教員との連携により講義時間に図書館の利用方法及び
【Step3】 総合活用を個別に教育的サポー卜するあわせて図書

館員が講義の補助として教員をもサポー卜する

【Step4】
学習・研究目的とは違う図書館活用の学生に対しての

ニーズをその都度探りそのための支援を行う

(表1)Step別講義内容項目表

その後のスポーツ学部2""4年生においては 1年生

の図書館情報(リテラシー)教育ののち2年生におい

ては特別に「図書館情報(リテラシー)教育jは行っ

が「図書館活用J(Step3) の講義として担当教員の

申し込みで行われている.その学生は4年生になった

時点で担当教員は変わらず「卒論研究Jというゼミに
なる.そこでまた「図書館活用J(Step4) を講義と

して組み込んでもらい情報スキルの定着を見ている.

しかし，あくまでも「図書館活用J(Step3，4)は担当

教員の協力のもとで行っているためスポーツ学部学生

の3，4年生全員が受講しているとは限らない.

なお， iStep3Jの講義内容は，蔵書検索はもちろ

んのこと本学図書館の資料全般からの資料収集を目的

としている. 3年生の聞に卒論に向けての題目決定の

ために参考となる文献収集スキルを習得させる内容で

ある. iStep4Jは iStep3Jを受けた学生が論文を書

くための文献収集スキルを身につけるためデータベー

スの使い方や参考文献の使い方，情報精査の方法など

論文作成に伴うスキルを担当教員との連携体制のもと

に行い，様々な形態の資料収集や取得方法をレクチャ

ーした.

この iStepoJ"" iStep4J を行うことによりスポ

ーツ学部学生の図書館利用動向，学習傾向の変化をア

ンケート及び図書館の利用実態からみることとした.

なおアンケートの実施は，新入学生の「図書館情報

(リテラシー)教育J(StepO)直後と今回新たに学

年の終わりに近づいた12月に全学年にむけアンケー

ト調査を行った.その結果，アンケートの意識調査か

らは受講後すぐにあらわれてくる数字とは違い講義後

実際図書館を利用した後の数字がでたため，より学生

の利用及び学習傾向が見えてくることとなった.

4. 図書館利用の傾向

4・1)高校生時の図書館利用傾向

新入学生における「図書館情報(リテラシー)教

育Jの後すぐに図書館利用についてアンケート行って

いる.それは，高校生の時の図書館の利用実態と大学

生になり図書館の認知度および、利用傾向を把握するた

めである.

2007年度 2008年度 2009年度

ていないが，教科の担当教員の意向のもとに新入学生 II 
時の内容を復習する形での (Step1 ，2)を行っている図1)高校生の時に図書館(室)を利用していましたか?
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例年この意識調査を行っているが，過去3年間を振 上が「はい」と回答している.

り返ってみると図1の「高校生の時に図書室を利用し

ていましたか?Jについては「はいJ， Iときどき」

を含め55""-'60%のという回答であった.その反面

「いいえjの数字も40""-'45%と利用していない学生

がいることが分かつた.

4-2) r図書館情報(リテラシー)教育」受講後の
利用傾向について

「図書館情報(リテラシー)教育」後，新入学生が今

後図書館を利用しようと思うか思わないかの利用傾向

のアンケートを行った.

この結果は，初年度に学生の唯一の学習の場である

図書館を使う意思があるかないかにより教員の学生に

対しての教育または学習傾向の促し方がかわる.あわ

せて図書館としても利用を促進するような働きかけを

行わないといけないため，そのアブローチの方法を検

討する要因となる.

2007年度 2008年度 2009年度

(図2)新入生ゼミを聞いて図書館を利用しようと思いましたか?

図2はその数字を顕著に示し， I図書館情報(リテ

ラシー)教育J後は「はいJ， Iときどき」を含め83
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(図3)蔵書検索はできますか?

-+-a.はい

-・-b.いいえ
-ー-cと"ちらでもむい

3年生 4年生

また図4の「検索結果の見方は理解しています

か?J及び図5I検索結果の記述はできますか?Jと

いう質問に対しても60%近い学生が「はいJと回答し
ている.
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""-'88%の学生が利用しようと考えていることがわか (図4)検索結果の見方は理解していますか?

る.学生の学習意欲が高まった時により効果的な学習

体系を作ることが望ましのではないかと考える.

5.検索について変化

5-1)蔵書検索について

例年講義中の課題(検索)に要する時間の変化を見

てきたが，例年大差はない.ただし高校生の時に情報

教育を受講していた学生や昨今の社会状況からパソコ

ン操作等についてのスキルに手間取ることなく操作で

きることは如実に表れている.

そこで今回は蔵書検索がどの程度定着しているのか

をみることとした.アンケートの結果受講後半月以上
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(図5)検索結果の記述はできますか?

経過しているにも係わらずかなりの学生が図3のとお 検索を行うことはかなりの学生に定着しているが，

り「蔵書検索はできますか」という質問に対し60%以 実際に資料を探せるか図6 I検索結果から資料(図
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書・雑誌・視聴覚)等を探せますか?Jという質問を

すると60%以上の学生が「はいJと回答した.ここで
重要なのは検索を行いその結果を記述して資料を探し

に行く流れを理解していることがわかる.その傾向は

わずかながらでも4年生になるにつれ「はい」の回答

率が上がってきていることは，図書館の資料検索を何

度も行い利用していることがわかる.
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(図6)検索結果から資料(図書・雑誌・視聴覚)等を探せますか?

5・2)キーワードの使い方について

「図書館情報(リテラシー)教育」及び「図書館活

用Jでは必ず蔵書検索を行う前に検索するためのキー
ワードの抽出方法=発想法を練習する.学生にとって

は無意味なことと感じられるようだが，実際に卒業論

文を書くようになったときに初めて理解できるように

なる. このキーワードについてもどのような傾向を見

せているかをみることとする.

まず，検索の際に必ず検索語として必要となるキー

ワードをどのように使うかを図7の「キーワードの使

い方は理解できましたか ?Jという質問に対し， 50 

しかし，実際レポートを書いたり論文を書いたりす

る際には課題または自分なりのテーマを持って探すこ

ととなる.講義中には仮のテーマを設定してキーワー

ドを抜きだし演習するが，実際の学習の中でそれがど

のように取り入れられているか， I図書館情報(リテ

ラシー)教育」後に検索語としてのキーワードを思い

つけるか，図8I自分のテーマからキーワードを思い

つけますか?J，図9Iテーマに関連するキーワード

を連想できますか?Jという質問をしてみた.
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(図8)自分のテーマからキーワードを思いつけますか?
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""'70%学生が「はい」と回答しておりキーワードの使 (図9)テーマに関連するキーワードを連想できますか?

い方は理解していることがわかる.
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(図7)キーワードの使い方は理解できましたか?

4年生

自分のテーマ(課題)からキーワードを思いつける

かということ及び連想できるかという数字もかなり高

い結果が出ている. これは，担当教員とも合わせて卒

業論文の際のテーマがぶれることのないように常にキ

ーワードの定着化を行い，それとともに固定概念を避

けるために連想キーワードの発想ができることを繰り

返し行っているためであると思う.

6.調査結果

6・1)利用傾向

今回の意識調査は新入生ゼミ(I図書館情報(リテ
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ラシー)教育J)後または演習ゼミ・卒論研究 (1図書

館活用J)後半年以上経った12月に行ったため，自分

の学習のために図書館を利用した後のアンケートにな

る.そのためかなりの実態把握ができるのではないか

とみた.

まず，図101新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けたあと図
書館を利用していますか?Jといいう質問に対し 1

年生では「いいえ」という学生が70%を示しているが，

4年生になると「はいJという学生が45%いる.この
数字はあまり良い利用傾向とはいえないところがある.
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(図10)新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けたあと図書館を利用していますか?

しかし，図111新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けた後図

書を借りましたか?Jという質問に対しては 1年生

は20%弱の学生が「はい」という回答に対し 4年生

には60%近い学生が「はい」と回答している.
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(図11)新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けた後図書を借りましたか?

また，図121新入生ゼミ(演習ゼミ)のあと図書館で
何か調べ物をしましたか?Jという質問に対しても図

書を借りた回答とほぼ同じような数字を示している.

この傾向は，図書館で何か調べ物をした学生は，図書

館の資料を借りて学習する傾向にあることがわかる.
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(図12)新入生ゼミ(演習ゼミ)のあと図書館で何か調べ物をしましたか?

図書館の利用については常に利用しない学生は存在

するが，学年が上がるにつれその数字が大幅に減少し

ていることは学生が図書館の利用および、必要性を感じ

ているからではないかと考えられる.

6-2)利用動向について

6-1)で学生の意識調査ではかなり良い結果が出たが，

実際の動向としてどのような結果が出ているか見る.

図書館としてはスポーツ学部開設時から入館者の動向

をみているが，全体的な学生数は学部改編などあり減

少しているため総入館数は減っている.しかし 1人

当たりの入館回数は上がっている.ただし入館者につ

いては，スポーツ学部学生の入館回数は抽出できない

ため図131総入館者数及び1人あたりの入館回数Jの
とおり全体の総数でしか見ることはできない.

40，000 l 
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114.0 

ー← 総入館者数
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

(図13)総入館者数及びI人あたりの入館回数

しかし，学生の実質の利用動向は貸出をみることで

わかる.図141スポーツ学部学生の入学時からの貸

出動向(1人あたりの貸出冊数推移)Jこれを新入学

生時から4年生までの貸出変遷としてみると 2年生
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で一旦貸出は落ちるものの3年生， 4年生と貸出冊数 また，図16I自分の欲しい文献(紀要・論文)

が上向きになっているのがわかる.このことから図書 を入手することができますか?Jという質問に対し，

館情報(リテラシー)教育は初年度のみでなく継続的 52%の学生が「はいJと回答している.しかし，入手

に情報検索を伴う講義と連携して実施していくことに となると「はいJという数字が検索することとは違い

効果があるとみてとれる. 若干数字が下がっている.
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(図14)スポーツ学部学生の入学時からの貸出動向

(I人あたりの貸出冊数推移)

6-3)最終学年における利用傾向について

学生の学習傾向の最終地点，卒業論文に向けどのよ

うな動向を示し，図書館を利用しているかアンケート

調査してみた.

まず文献収集についてみると図15I自分の欲しい

文献(紀要・論文)を検索することができますか?J

という質問に対し， 63%が「はいJという回答をだし
た.このことは 5.検索について変化のところの数字

よりは若干下がるが，実際の文献が必ずしも検索して

出てくるわけではないので このような結果になった

のではないかと思われる.

口CI. はい口b.いいえ口C.と、ちらでもない

(図15)自分の欲しい文献(紀要・論文)を検索することが

できますか?

口CI. はい口b.いいえ 口c.と、ちらでもない

(図16)自分の欲しい文献(紀要・論文)を入手すること
ができますか?

そこで，本学図書館で文献が入手できない場合はど

のようにして学生が文献を入手するか，その方法を知

っているかが疑問となった.そこで図17I自分の欲

しい文献が図書館にない場合の入手方法を知っていま

すか?Jという質問に対し 「はいJと46%が回答し

た. 2人に1人はいかにして文献を集めて行けばよい

かを習得しているということは図書館で行っている

「図書館活用Jが定着している結果ではないかと考え
る.

ロCI. はい口b.いいえ口C.ど‘ちらでもない

(図17)自分の欲しい文献が図書館にない場合の入手
方法を知っていますか?
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また実際に論文を作成するうえでどれだけの学生が，

図書館を利用しているか図18r論文・レポートを書
くために図書館にある資料を参考にしたことはありま

すか?Jという質問した.その結果，図書館の資料を

参考にした学生は56%になった.この数字は「自分の

欲しい文献(紀要・論文)を検索することができます

か?Jという質問と同様の数字から検索した資料は利

用されているということがわかる.

口8 . はい口b.いいえ 口C.と、ちらでもない

(図18)論文・レポートを書くために図書館にある資料
を参考にしたことはありますか?

ロ8 . はい 口bいいえ 口Cどちらでもない

(図20)卒業論文構成のため図書館の資料を利用しま
したか?

これらの結果をみるとやはり新入学生時からの「図

書館情報(リテラシー)教育J，r図書館活用」による
情報検索などの情報スキルの定着から学生自身の学習

の場である図書館を活用していることがわかる.

これらの結果から学習習慣は新入学生時で身につけ

る環境づくりをおこなうことが大切である.今回の調

査で「はいJという回答が思いのほか多かった.今後
学生が図書館の利用を継続的に持続して促進させるた

めには教員との連携のもと学生に学習する意欲を持た

また実際の卒業論文作成時にはどのように図書館を せることが必要だと思う.また「いいえ」と回答した

利用しているかをみると図19r卒業論文を作成する 学生をどのような形で学習意欲を持たせるか課題等を

ために図書館を利用しましたか?Jという質問に対し， 与え，常に情報スキルを継続的に使うようにすること

71%の学生が「はい」と回答している.あわせて図20 が，不可欠であることがわかった.

「卒業論文構成のため図書館の資料を利用しました

か?Jという質問に対しても55%の学生が「はいJと 7.今後の課題と展開
回答している.

ロa はい口b.いいえ 口cと‘ちらでもない

(図19)卒業論文を作成するために図書館を利用しまし
たか?

2006年度のスポーツ学部開設にあわせ新入学生の

学習傾向及び図書館の利用動向などの調査をやってき

た.その結果，まず学生に必要なことは学内における

学習環境である.図書館はその最たる場所であり，そ

の場所を有効活用できるように教員自身も学生へ働き

かけを行わないといけないということがわかった.し

かし，それだけではやはり学生が学習をする意欲を高

められるわけではない.そこで学習環境の場である図

書館の職員の学習支援がなくてはならないものである

ことがわかる.それは新入学生時から定期的に行う

「図書館情報(リテラシー教育)J r図書館活用Jは学
生にある程度の効果を示しているのは前述の結果で見

てとれる.

しかし，今後さらに学生の学習意欲を高め図書館の

利用をさらに効率よく効果的に使いこなせるスキルを
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身につけていくには，今後の教員と図書鎗綴員との連

携が大きな鍵となってくるのではないかと考える.
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大学女子バレーポールアタッカー選手母体組識と騨パワーについて
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1 .緒言

バレーボール競技ではサーブースパイクープロック

や相手のミスを含めて相手チームよりも点を取ること

で勝利につながるが，中でもアタッカー選手のスパイ

クにより得点を纏得するととが多い.個人・集悶スポ

ーツを関わず競技)J向上には心理面・技術面・体})

面の強化1-16)は不可欠ぜある盟アタッカーに関する技

術面についてはスパイク動作について検討され8，14， 16) 

ボールスパイタ持に筋君主図を用いて体幹や上肢・上肢

帯若手の筋活動を調べた研究がある4，同哩技術面が長け

ていることに加えてバレーボール競技に関する専門的

体力を保持していることは必須である.

バレーボール競技にはレシーバー，セッター，アタ

ッカーなどの各ポジションに応じて必要な体力婆素は

異なる 10)がF スパイタやブロックを行うア夕、ソカー

選手には高く跳躍するZことが求められる"各種の銚躍

種目の研究が行われ，雪量薩跳やカウンタームーブメン

トジャンブ (CounterMovement Jump: CMJ)時には

下肢の筋や臆が多く動員されている比瑚.膝調節の伸

展トルクとスタワットジャンブおよびCMJの欄速にお

いては，筋収縮の速さよりも運動に動員される頻度を

多くするととが望ましく，大きすぎる助走速度は連

続的な跳綴運動を低下させる川.銚爆には下肢の筋が

自転車ヱルゴメーターは無酸素伎の運動様々を評価

21-2却することに優れており，ウインゲートアネロピッ

クテスト (Win草ateanaerobic test: WAnT)を用いた

ピークパワーと平均パワーは二重エネルギーX線吸収

法 (Dual-energyx-ray absorptiometry: DEXA)を用

いて針測した下肢筋量との関に正の相関関係がある25)

%体脂肪を体成分分析装置(Inbody)とDEXA法を用

いてBland-AltmanPlot法にで検討すると多少，過小

評価Z6'することがあるが筋肉量については明らかには

されていない.そこで，本研究ではInbodyを用いた

体組成(上・下肢，体幹筋量)と自転率エJvゴメータ
ーを用いた脚パワーを指擦として大学女子パレーボー

ル議手の中でもアタッカー選手に対し，上・下位君事で

差異があるかについて，および指標簡の相互関係につ

いて検討することを目的とした.

2.方法

1 )対畿

20申告年度九州大学バレーポール女子l部リーグに

所属する女子パレーボール部の部員のうちアタッカ

ー選手10:g(レギュラー君事 [n=S] と非レギュラ一群
[n=五])とした.

多く関与するが，外側広筋 (VastusLateral muscle: 2)測定時期

VL)の形態とCMJには相関関係がありIl自転車工ル 200事年度秋季リーグ期間中f::行った

ゴメーターを用いた運動時にはVLが多く動員される

加バレーボール競技において，ひとつひとつの動作 3)測定項闘

は比較的短時間に行われるために無酸素性のエネルギ (1)-体組成測定

一供給系でまかなわれる部分が多い凶 15分の康佼安静後，体成分分析装憤(Inbody

1)九州共立大学スポ」ツ学部 1) Kyushu Kyoril.su University Faculty of Sports Science 
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720， Biospace) を用いて骨格(上・下肢，体幹)

筋量および体脂肪量の測定を行った.

(2)パワー測定

十分なw-up終了後24) 自転車エルゴメーター

(Powermax v2， COMBI) を使用し， 10秒間3段

階負荷(セット間休息120秒)による無酸素パワ

ーと，ウインゲートアネロピックテスト (wingate

anaerobic test: WAnT)を用いて平均パワーおよび

ピークパワーを算出した.

4)統計解析

利き腕(脚)・非利き腕(脚)の比較には対応のあ

るt検定を用いた. レギ、ユラー・非レギュラーの比較

には対応のない t検定を用いた. 2変量聞の関係につ

いてはPearsonの積率相関係数を用いた.無酸素パワ

ーを従属変数とし，各(四肢，体幹)筋量を独立変数

(ステップワイズ法)とした重回帰分析を行いR2値と

推定値の標準誤差 (SEE)を算出した.先行研究との

比較にはz検定を用いた.いずれも有意水準はα=0.05

とした.

3.結果

1)レギュラー・非レギュラーの比較

骨格筋量(上肢，体幹，下肢)，体脂肪量， 10秒間

全力ペダリングの無酸素パワー，体重あたりの無酸素

パワー，ウインゲートアネロピックテスト (wingate

anaerobic test: WAnT) を用いた平均パワーとピーク

パワーは群間で差はみられずほぽ同様の値を示した.

Table 1. Compare with body composition and power of 
regular and non-regular groups. 

Regular group N 0 n regular g:rou p 
Group and n umbers of caS8S 

n=5 n=5 
p value 

Ske18tal MV (kg) 48.1士1.7 49.5';'2.5 

U pper limb MV  (kg) 5.1 ';'0.3 5.2';'0.5 

Trunk MV  (kg) 21.9';'0.7 22.1 ，;，1.3 

Lower limb MV  (kg) 16.0土0.6 16.5';'0.9 

Body fat volu me (kg) 12日';'2.8 14.6';'5.0 NS 

Anaerobic power (w) 729.2';'66.3 759.2';' 179.9 

power I body weight (w/kg) 11.4士1.1 11.3';'2.5 

Mean p叩 81'(W) 490.8';'57.0 541.4';'55.6 

Peak pow目加) 640.8';'75.5 689.0';'80.7 

恥1ean土SD.
MV: Muscle volumes. NS: Not significant. 

2)利き・非利き側の上・下服筋量の比較

レギュラ一群・非レギュラ一群ともに非利き腕に比

べて利き腕側に筋量が多く(ともにp<0.05)，全体的

には非利き腕側に比べて利き腕側の筋量が多かった

(pく0.01).レギュラ一群は両脚に同程度の筋量を保

持していたものの，非レギュラ一群においては利き脚

側に多くの筋量を保持している傾向を示し (pニ0.06)， 

全体的には非利き脚側に比べて利き脚側の筋量が多か

った (p<O.ol)(Figl.). 
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Fig l. Comparison betwe巴ndominant and non-dominant 
extremity muscl巴volumes.
口:Regular group.・:Non-regular group. 
MV: Muscl巴volumes.NS: Not-significant. 

3)筋量と無酸素パワーの関係

下肢筋量は無酸素パワー値との間(r=0.651，pく0.05)

(Fig2.)， WAnTにおける平均パワー (423"-'601w)

およびピークパワー (544"-'795w)の3項目との聞に

相閣関係 (r=0.710，r=0.645ともにpく0.05)があった

(Fig 3.). 

無酸素パワーを従属変数とし，各(利き・非利き側

の上・下肢，体幹)筋量を独立変数とした重回帰分析

を行いR2値と推定値の標準誤差 (SEE) を算出する

と下記の式が得られた.

無酸素パワー (w)

979.370 + 211.585 X [利き脚側の筋量](kg) 
R2=0.427 (SEE=92.592w) 
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考察

レギュラー・非レギュラーを問わず，アタッカー選

手においては利き腕側の筋量分布が非利き腕側に比べ

て多かった (Fig1.).アタッカー選手はレシーブやブ

ロックを行うことに加えて，スパイクを行うため非利

き腕に比べて利き腕側の筋量が多いことが考えられる.

一方で下肢についてレギュラ一群は利き脚・非利き脚

間で筋量に差はみられないものの，非レギュラ一群に

おいては利き脚側に多くの筋量を保持している傾向を

示した (p=0.06，Fig 1.).アタッカー選手の跳躍方法

には性差があり，男子選手はstep-c1oseジャンプ，女

子選手はhopジャンプを用いている 8) 非レギュラ一

群は利き脚側に依存したhopジャンプを行っている可

能性がある.一方でレギュラ一群は跳躍時に男子選手

のように利き脚・非利き脚の接地時間を長くしている

可能性がある.筋量と筋力は比例関係にあるが 29)非

レギュラ一群は利き脚に筋量が多いために発揮する筋

力も大きいことが推察される.課題として，スパイク

動作分析を併用した解析を行う必要があると考えられ

4. 

18 16 17 

Lower leg MV Ckg) 

Fig 2. Relationship between lower leg MV and anaerobic 
power. 
MV: Muscle volumes. 
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自転車ヱルゴメーターを用いたパワー発揮時には脚

力，特に外側広筋 (Vastuslateralis musc1e: VL)が

多く動員される20) 競技スポーツ選手だけではなく発

育発達期においても下肢筋量と無酸素パワーには相関

関係がある叩.本研究においても下肢筋量と無酸素パ

ワーとの間 (r=0.651，p<0.05)およびウインゲートア

ネロピックテスト (Wingateanaerobic test: WAnT) 

を用いた平均・ピークパワーとの聞に相関関係があ

った (r=0.710，r=0.645ともにpく0.05) (Fig2. and 3.). 

無酸素パワーを先行研究で対象となった群11，13， 23)と比

較すると，男子のバレーボール選手と比べて73%程度

(p<O.OOI， Fig 4.)であるものの，本対象者とは異

なる大学女子バレーボール部選手やエリート高校生

と比べて高いパワーを保持(またはその傾向)して

いた(それぞれp<O.OOI，pニ0.06，Fig 4.) .跳躍運

動時における下肢筋の様相について検討がなされ17，18) 

VLの筋量はカウンタームーブメントジャンプと相関

関係がある1)無酸素パワーを従属変数，各筋量を説

明変数としてステップワイズ法を用いた重回帰分析を

行うと下記の式が得られた.

無酸素パワー (w) ニ

18 

Fig 3. Relationship between lower leg MV and peak & mean 
WAnT anaerobic power. 
MV: Muscle volumes.， <>: Peak power.， andム:Mean power. 

16 17 

Lower leg MV Ckg) 

300之

15 

-979.370 + 211.585 X [利き脚側の筋量](kg) 
R2ニ 0.427 (SEEニ 92.592w) 

WAnTを用いた体重あたりの無酸素パワーは男子選

4)無酸素パワーの先行研究値11，13，23)との比較

無酸素パワーは744.2士128.8wを示し，男子バレ

ーボール選手の73%程度 (p<O.ool)の値であり，

リート高校生よりも1.1倍高い傾向を示し (p=0.06)， 

大学女子バレーポール選手と比べて1.3倍高かった

(p<O.OO 1) (Fig 4.). 
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Fig 4. Compare with anaerobic power this study and previous 
studies. 
HS: women's volleyball players in Nagasaki Prefectur巴.Tahara 
et al.， 1995. 
Women's volleyball 6 players: Takahashi.， 2005. 
Men's volleyball 9 play巴rs:Nakamura et al.， 2005. 
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手叫とj可等であった調アタッカー選手にとって跳躍高

を大きくするためには下肢筋最の増加によって無酸素

パワーやWAnTによるピーク・平均パワーを向上させ

ることが必要である.説明変数に荊jき脚側の筋騒が選

択されたが，アタッカーにとって利き脚側の筋最を増

加させた方が良いのかあるいは利き騨・非華IJき騨の羨

をなくすように筋遣を獲得したり，跳躍動作時に両足

聞の接地時間後緩くしたりする必要があるのかについ

て2つめの課題として残されるが，女子のアタッカー

選手は利き脚側を重視した跳躍を行っている討という

ことを非レギュラー群においては支持できる可様性が

ある.

超音波診断装置を用いて一般成人の下肢筋爆を男女

で比較すると，京子1::比べて男子の方が厚い部位が多

い闘が， 日本人一流選手の下肢{大腿前・後部， ド腿

後部}筋!事を主導女別にみるとバレーボール選手では性

差がなく，身長あたりで比較をしても同様の結果を示

している制本対象者は男子バレーポー}f，選手の73%

ほどの無酸素パワー値を示した.国内ー涜選手の筋j事

の性差から考えると体重あたりの無酸素パワーにおい

て男子と間程度を示すZことも考えられるが，本対象者

が大学レベルであることや筋序の測定も行っていない

ために比較することは出来ない.大艇部{申展筋群の断

面績を各種競技によって比較すると，バレーポール

選手は斯iIii積に対する等尺性の伸緩筋力績が小さい附.

バレーポー}f，選手の固有筋力が小古く言手術されている

点として神経系の影響が考えられるが，測定項目が競

技特性に適していない可能性もあむ，対象とする動作

に関連した測定項目の選択を行う必要がある.筋厚か

ら筋量を推定する方法が提示されている郎副ため，筋

F事と関節トルク，跳躍力との隣係についても検言、;課題
として挙げられる圃

5.まとめ

大学女子バレーボールのアタッカー選手を対象とし

て体力的サポートを行い，下記の知見が得られた.

1) と肢では利き腕御jの筋震が多かった 下肢につい

てはレギュラー群では両脚に間程度の筋量を保持し

ているものの，非レギュラー群においては非利き脚

に比べて利き脚側に多くの筋援を保持していた.

2)無酸素パワーおよびウインゲートアネロピックテ

スト (W!ngate出:-merobict田 t:WAnT)をよIJいた、IL

均・ピークパワーはレギュラー・非レギュラ一関で
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1 .緒言

スポーツ選手が各種の競伎で最高の能力を発揮する

ためには日々の練習の積み重ねが必褒である.大きな

試合になると会場の1よさや観客の数が変化すること守

個人の能力を発揮出来ないととがあるが，その聖書留

のlつとして精神}J不足が挙げられる嗣「精神}JJや

「やる気jは f自己効力感jと表され1，21 野球のベ

ースランニングや器械体操といった競技における自己

効力感と競技成績には高い相関関係が示されている2

"バレーポール競技選手に対して心理面の研究が行

われており叫，モーズレイ性格検査，日本体育協会

スポーツ動機調査，スポーツ競技不安テストを用いて

高校生男女バレーボールチームを対象に上・下位の比

較を行うと，上位選手に比べて下位の女子チームの選

手は神緩的傾向が高く，やや内向的で不利な状況や競

り合う場面での闘主主が弱く，競技意欲に否定的で情緒

的反応が高いことが示されている"

大学生男女バレーボール選手を対象として自己効力

感について鵡査をするとレギュラー群の方が安定し

た「自信jを有しているものの，競技成績との掬係

については一貫した傾向が確認されていない"理想

的な競技能力発揮には「リラックスした状態jや「冷

静さjなどが挙げられており，競技前には選手が抱え

る不安要素を少なくする必要性があるとされている的.

競技において個人の能力を発揮するために必要な要素

は f心理的競技能力jと呼ばれており，心連的競技能

力診断検査(DiagnosticInventory of Psychological-

Co田 petitiveAbility for Athl眠時:DlPCA.3)は自国了ゐ

(競技意欲，精神の安定剛集中，自信，作戦能力，協

1)九州共立大学スポ」ツ学部

調性) 12尺度{忍耐}J. 軍事争心， 自己実現意欲，勝

利意欲，自己コントロール能力，リラッケス能力，集

中カ.自信，決断力，予測カ，判断カー協調性)を用

いてスポーツ選手の心理状態を把援するために用いら

れる則的. D1PCAの特徴として総合得点には性差があ

り，協調性を除く 4~章子で邦子の方が高い得点を獲得

する また，協調性得点は女了‘を競技レベル毎(国際

大会から市町村大会)t;:比較をしても差はみられない
16) 

試合前に用いられる心理検査に「試合前の心理状

態診断検査(Diagnosticlnventory 01 Psychological 

State Be[ore Competition: D1PS-B.1) Jがあり，忍

耐力，闘争心，自己実現意欲F 勝利意欲，リラック

ス皮，集中皮，自信，作戦恩考皮，協調度の盟つの

各尺度について取り扱う 10，13 叫 a また，試合期間中

に使用されるものとして「試合中の心理状態診断

検査 (Diagnosticlnventory of Psychological S同te

Dunn耳 Competitio配D1PS-D.2)Jがあり，忍耐力，

闘争心，目標達成，勝利意欲，冷静，リラックス度，

集中皮，自信，作戦j思考皮，協調度の10個の各尺度

を扱う質問1，さらには質問2として結巣に対する目

標{勝敗}とプレイに対する目標について取り扱う検

査となっている10.12叫.

本研究にて対象とした女子バレーボール昔容は九州大

学リーグにおいて. 2007年度九州の三部リーグへ降

格したものの， 200曾年度は春季大会で4位，秋季大会

で5位入賞を果たした舗 2008年度末には技術・体力磁

の強化に努めたものの，心理部についての強化を行う

ことはできなかった.スポーツ選手が最大限のカを発

顕するために心理能力を明らかにすることは有意義で

1) Kyushu Kyoril.su University Faculty of Sports Science 
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あり， I心・技・体Jという言葉の如くすべてを向上
させることが更なる飛躍へとつながる.そこで女子バ

レーボール選手を対象にして，当該年度における学生

にとって最も大きな大会である「全日本バレーボール

大学選手権大会(全日本インカレ)前・中における心

理的競技能力について調査をし，競技力向上のための

指標を得ることを本研究の目的とした.

2.方法

， )対象
2009年度九州大学バレーボール女子1部リーグに所

属する大学女子バレーボール部員18名とした.

2)質問項目および調査時期

2009年度第56回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール

大学選手権大会5ヶ月前および7日前に心理的競技能

力診断検査 (DiagnosticInventory of Psychological-

Competitive Ability for Athletes 3: DIPCA.3) を使

用し， Iほとんでそうでない」から「いつもそうであ

るJまでの5件法にて回答を行わせた (n=18). 

大会2日前には「試合前の心理状態診断検査

(Diagnostic Inventory of Psychological State 

Before Competition: DIPS-B.l) Jを使用し， Iまった

くそうでないjから「そのとおりであるJまでの5件
法にて回答を行わせた (n=18). 

試合期間中(予選・決勝トーナメント3試合分)は

「試合中の心理状態診断検査 (DiagnosticInventory 

of Psychological State During Competition: DIPS-

D.2) を試合終了日夜のミーティング時に試合に出場

した選手に対して行った (n=ll).質問1は10個の各

質問項目について「まったくそうでなかったJから
「そのとおりであったJまでの5件法にて回答を行わ
せた.質問2は1)I結果に対する目標(勝敗)Jにつ

いて「達成できたJまたは「達成できなかったJの2
件法を用いた. 2) Iプレイに対する目標Jについては

「十分に達成できた」から「達成できなかったJまで
の3件法を用いた.質問3は「実力発揮感Jについて

「全く発揮できなかった」から「十分発揮できたJま
での5件法を用いた.

ともに自由速度法にて回答をさせ，それぞれを得点

化した.

3)統計解析

レギ、ユラ一群 (n=9) と非レギュラ一群 (n=9)の

比較には対応のないt検定を用いた.先行研究との比

較には Z検定を用いた.群間と検査実施日を要因とし

たDIPCA.3の得点の比較には二元配置分散分析を用い

た.試合毎の得点の比較には一元配置分散分析を用い，

多重比較にはTukey-Kramer法を用いた.目標および、

試合の達成感についてはχ2検定を用いた. 2変量間の

関係についてはPearsonの積率相関係数を用いた.い

ずれも有意水準はα=0.05とした.

3.結果

， )心理的競技能力診断検査 (DiagnosticInventory 
of Psychological-Competitive Abi I ity for Athletes: 

DIPCA.3)のレギュラー・非レギュラー聞の比較

「競技意欲」についてはレギュラ一群が68.7土7.5点，

非レギ、ユラ一群が56.4:t7.9点で非レギュラ一群に比

べてレギ、ユラ一群が1.2倍高い得点であった (p=0.004，

表1.).他の4項目については両群で同程度の得点であ

った.総合得点はレギ、ユラ一群が162.3:t14.6点，非

レギュラ一群が145.8:t11.4点で非レギュラ一群に比

べてレギュラ一群が1.1倍高い得点であった (p=0.02，

表1.)

表1.DIPCA.3競技レベル別の比較

競技レベル 全日本女子 実業団女子 大学女子 高校女子 本対象者 本対象者R群 本対象者NR群 t検定 z検定

n 23 10 7 28 18 9 9 
RvsNR 本学vs他群

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD 

競技意欲 65.4 6.7 68.9 5.1 67.9 5.1 64.4 7.2 62.6 9.8 68.7 7.5 56.4 7.9 p=0.004 NS 

精神の安定・集中 47.7 7.0 47.2 11.8 47.4 4.3 42.2 8.3 26.4 8.5 24.4 9.7 28.3 7.2 NS p<O.OO 1 

自信 29.1 4.3 26.1 8.4 26.1 5.3 24.0 5.7 24.6 8.1 27.4 9.5 21.8 5.7 NS NS 

作戦能力 28.3 5.1 25.1 6.9 24.4 5.5 22.8 5.8 24.1 5.4 25.3 7.0 22.9 3.0 NS NS 

協調性 16.7 4.0 16.7 3.0 16.0 2.6 16.4 2.3 16.4 3.0 16.4 3.1 16.3 3.1 NS NS 

合計得点 187.1 20.6 184.0 31.5 181.9 10.8 169.8 20.0 154.1 15.3 162.3 14.6 145.8 11.4 p=0.02 p<O.OO 1 

NS : Not significant R群:レギュラー群 NR群:非レギュラー群
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2) DIPCA.3を用いた先行研究16)との比較

「精神の安定・集中」および「総合得点Jにおいて全
日本女子選手，実業団選手，大学生選手，高校選手に

比べて低い得点であった(それぞ、れpニ0.001，表1.).

3)大会5ヶ月前と直前におけるDIPCA.3得点、の変化

「精神の安定・集中J， I作戦能力J， I協調性」の
各尺度には数ヶ月で得点に変化はみられなかった.

「自信」についてはレギュラ一群の方が非レギュラ

一群に比べて試合直前の得点が高くなる傾向があり

(p=0.09) I競技意欲」と「合計得点」はレギュラ一

群の方が非レギ、ユラ一群に比べて高い得点であった

(ともにp=0.02).さらに「競技意欲」については交

互作用がある傾向を示し (p=0.09)，非レギュラ一群

は大会直前での得点が低下していた(表2.). 

表2. 5ヶ月前と大会直前におけるDIPCA.3の得点の変化

群 レギュラ一群 非レギュラ一群

n 自 9 交互作用 群間効果

因子/検査日 5ヶ月前 2日前 5ヶ月前 2日前
競技意欲 69.9，，8.4 日目 7~7.5 62.8土自由 56.4土7.9 p=0.09 p=O 02 

精神の安定・集中 25.9士12.2 24.4士9.7 25.8士7.2 28.3士7.2 NS NS 
自信 27.1土7.8 27.4009.5 21.0土5.5 21.8，，5.7 NS p=O 09 
作戦能力 26.0，，7.5 25.3"'7.0 22日土4.4 22.9"'3口 NS NS 
協調性 17.2土2.7 16.4003.1 16.6土2.7 16.3土3.1 NS NS 
合計得，転 166.1土17.7162.3"'1.6 148.9土16.4145.8"'114 NS pニ0.02

NS : Not significant 

4)試合前の心理状態診断検査 (DiagnosticInventory 

of PSYChological State Before Competition: DIPS-

B.1)のレギュラー・非レギュラー聞の比較

「闘争心」はレギュラ一群9.1:t1.5点，非レギュラ一

群7.6:t1.5点でレギュラ一群の方が高い得点であった

(p<0.05，表2.). レギュラ一群の「自己実現意欲J
および「勝利意欲」得点はそれぞれ8.7:t1.1点， 8.3 

:t 1.2点，非レギュラ一群はそれぞれ7.4:t1.6点， 7.3 

:t 1.0点でレギュラ一群の方が高い得点を得ている傾

向を示した(それぞれp=O.08，表2.).他の6項目では

両群間で同程度の得点を獲得していた(表3.). 

表3.試合前の心理状態の比較

群 レギュフ一群 非レギュフ一群

n 9 9 t検定

Mean SD Mean SD 
忍耐力 7.2 1.0 6.8 1.0 NS 
闘争J心 9.1 1.5 7.6 1.5 p<0.05 
自己実現意欲 8.7 1.6 7.4 1.6 p=0.08 
勝利意欲 8.3 1.0 7.3 1.0 p=0.08 
リフックス度 5.2 2.4 6.7 2.4 NS 
集中度 6.2 2.5 6.7 2.5 NS 
自信 6.1 1.2 5.7 1.2 NS 
作戦思考度 6.1 0.9 5.0 0.9 NS 
協調度 8.6 1.8 8.2 1.8 NS 
合計得点 65.6 6.7 61.3 5.1 NS 

5)試合中の心理状態診断検査 (DiagnosticInventory 

of Psychological State During Competition: DIPS-

D.2)を用いた試合毎の得点比較

「目標達成Jについては第1試合3.7士0.9点，第2試合

4.2:t 1.0点，第3試合4.0:t1.3点で第1試合より第2試

合の方が高い得点傾向を示した (p=0.07).リラッ

クス度Jについては第1試合4.0:t0.7点，第2試合4.1

:t 1.2点，第3試合3.2:t1.1点で，第3試合は第1試合よ

りも低い得点傾向を示し (p=0.07)，第2試合よりも

得点が低く (p=0.03)，他の8項目は試合間で同程度

の得点であった(表4.). 

表4.各試合後の心理状態

l試合目
Mean SD 

忍耐カ 3.2 0.8 
闘争，心 4.3 0.7 
目標達成 3.6 0.9 
勝利意欲 5.0 。。
冷静 3.7 1.1 

リフ ックス度 4.0 0.7 
集中度 3.2 0.8 
自信 3.4 1.1 

作戦思考度 3.3 1.0 
協調度 4.2 0.7 

2試合目
Mean SD 
3.3 1.1 

4.2 0.9 
4.1 1.0 
4.8 0.4 
3.5 1.2 
4.1 1.1 
3.4 1.0 
3.4 1.0 
3.4 0.7 
4.2 0.6 

3試合目
多重比較

Mean SD 
2.9 1.1 NS 
4.2 0.8 NS 
4.1 1.3 # 
4.3 0.9 NS 
3.7 1.1 NS 
3.3 1.1 $. * 
3.5 1.3 NS 
2.9 1.3 NS 
3.2 1.3 NS 
3.7 0.8 NS 

NS : Not significant 
#:pニ0.07
I試合目<2試合目
自:p=0.07 
I試合日>3試合目
': p=0.03 
2試合目>3試合目

6)試合期間中の「プレイに対する目標達成感Jにつ

いて

3試合とも「十分に達成できた」という回答は無か

ったため， Iまあまあ達成できたJおよび「達成できなか

ったJと回答したものについて解析すると， χ2ニ7.897

(p=0.02) を示し，各試合と試合の達成感の間で関連

がみられた(図1.).

l試合目

2試合目

3試合目

。 3 6 9 12 

人数(人)

口まあまあ達成できた χ2=7.897 
回達成できなかった p=0.02 

調整済み残差 2.7 (第2試合目)

図1.プレイに対する目標達成感
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7)試合期間中の「実力発揮感」について

実力発揮感については各試合で関連はみられなかっ

た(図2.). 

1試合目

2試合目

3試合目

O 3 6 9 

人数(人)

口あまりまたは全く発揮で、きなかった

臼どちらともいえない

固まあまあまたは十分発揮できた

χ2=5.078 
p=0，290 

図2.実力発揮感

12 

8) DIPCA.3， DIPS-B.l， DIPS-D.2の関連について

大会7日前に行ったDIPCA.3，大会2目前に行った

DIPS-B.1，大会期間中に行ったDIPS-D.2の3種類のべ

5回の診断検査の合計得点のうちDIPCA.3.とDIPS-B.1

の聞に相関関係がみられた (r=0.468，pく0.05，図3.). 

200 

9-90 ~コ
~ 160 
岨三 d略 モドlljfiz;om
好一

~.n:: 120 
本
4日
日

中 80
ω 
p.， 

口 40

0 

o 20 40 60 80 100 

DIPCA.3合計得点(点)

図3.心理的競技能力 (DIPCA.3) と試合前の心理状態
(DIPS-B.l)の関係

4.考察

心理的競技能力診断検査 (DiagnosticInventory 

of PSYChological-Competitive Ability for Athletes: 

DIPCA.3) は5因子(競技意欲，精神の安定・集中，

自信，作戦能力，協調性) 12尺度(忍耐力，闘争心，

自己実現意欲，勝利意欲，自己コントロール能力，リ

ラックス能力，集中力，自信，決断力，予測力，判断

力，協調性)を用いてスポーツ選手の心理状態を把握

するために用いられる9-16) DIPCAの特徴として女子

を競技レベル毎(国際大会から市町村大会)に分けて

協調性得点を比較すると女子のスポーツ選手はどの競

技を専攻していても同程度であることが示されている

川.全日本選手，実業団選手，大学生選手，高校選手

の各レベル別に女子バレーボール選手の比較を行う

と，どのレベルにおいても「競技意欲Jや「協調性」

得点は高く，他の3因子や合計得点にはレベルにより

差がみられている 16) また，下位尺度別にみると高校

生は「自己コントロール」得点が低く，全日本選手

は「自信J， I決断力J， I予測力J， I判断力」得点

が高い9) バレーボールのような集団スポーツの1つ

にハンドボール競技がある.高校生・大学生・社会

人の女子ハンドボール選手を対象にしてDIPCAを用

いて調査を行うと， I精神の安定・集中jおよび「協

調性J得点にレベル差は無く， I競技意欲」得点につ

いては大学生が高校生や社会人より高く， I自信Jと

「作戦能力J得点は大学生や社会人より高校生が低

く，ハンドボール競技は所属や経験年数，大会参加別

で得点に差がみられている日.サッカージュニアユー

ス選手を対象にして競技レベル別に比較を行うとジュ

ニア期にはすでにレベルによって得点に差があること

が示されている11)また，個人競技の1つである体操

競技を対象とすると大学生の上位群は下位群と比べて

「競技意欲Jの得点が高く，ジュニア選手では「精神

の安定・集中J， I自信Jおよび「作戦能力jで上位

群が下位群より得点が高い.上位群はさらに上位を目

指すために「具体的な目標を立てる」ことや「自我状

態を適切に切り替える力」があり，下位群では「積極

的な構成が組めないまま試合に望むために作戦能力が

劣る」ことを挙げている17) 本対象者のレギュラー選

手と非レギュラー選手の比較を行うと「競技意欲」

(p=0.004)および合計得点 (p=0.02) についてはレ

ギ、ユラー選手の方が高い得点であり，非レギュラ一群

はスポーツ選手としてバレーボールへの意欲が低く，

結果的に合計得点を引き下げていた.本対象の全体で
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は f精神の安定・集中jと「合計得点jにおいて他の

競技レベル群と比べて低得点(j，<O.ω1) (表1.)で

あった.また大会5ヶ月前と大会l直前のDlPCA.3得点

を比較すると. r競技意欲jや「自信j尺疫の得点は
大会直前でレギュラー群に比べて非レギュラー群が低

下し(それぞれp=O.位， p=O.09，重量2.)，総合的に合

計得点ではレギュラー君事に比べて非レギュラ一群が低

下した (p=O.02，表2ふまた. r競技意欲jについて
は交互作用もみられる傾向を示し，大会直前の非レギ

ュラー君事は得点が低下していた 全日本インカレ数日

前からの日常生活中に精神が安定せず試合直前には短

時間に集中した練習が行われずに試合に望んだ可能性

がある さらに非レギュラー君事は日々の練習を行って

も自信を持てないあるいは練習をしたにもかかわちず

試合に出られないという判断から「競技意欲jも低下

し得点に差が出たものと考えられ「競技意欲J， r精
神の安定・集中J， r自信jを改善することが議まし
いことがDlPCA.3を用いた検査において明らかとなっ

た.

サッカー選手を対象としてリーグ戦1ヶ月前 1波

間前 1目前そしてリーグ戦中に試合前の心理状態診

断検査(DiagnosticInvenlory OI Psycholo斜calS抽出

Before Competition: D1PS-B.llと試合中の心現状態

診断検査(Diagnosticlnventory of Psychological 

S抽出 D世 ingCompetiUon・D1PS-D.2)を照いて心理

状態を鶏査すると，試合が近づくにつれ徐々にDlPS-

B.1得点が高くなり，中でもレギュラー選手について

は顕著に高得点を示し，リーグ戦前のDlPS-B.l合計

得点よりもりーグ戦の各試合前の合計得点が高くなっ

ている.また， DlPS-D.2を用いて国民体育大会の上

位入賞群と入賞を逃した群と分けて比較を行うと忍附

カ，闘争心p 悶標達成，勝利意欲，冷静，リラックス

皮，集中皮，自信，作戦思考皮，協議皮の10項目す

べてにおいて上位入賞群が入賞を逃した群に比べて高

い得点を獲得していた.さらに，岡大会の女子選手の

中で優勝，準優勝群はそれ以下の入賞群と比較をする

と合計得点が商い哨凶D1PS-B.lを使用すると，本対象

者のレギュラー君事は非レギュラ一群に比べて「闘争

心j得点が高く (p<0.05，表3.)，r自己実現意欲jお
よび「勝利意欲jの各尺度において得点が高い傾向を

示した{それぞれp=O.08，表3.). また，大会期間中

I::DlPS-D.2を用いて3試合を振り返りその変化をみる

と{目様達成j得点は第1試合よりも第2試合に高く

なった傾向を示した (p=O.07.表4.)が， rリラック
ス度jは1・2試合自に比べて第3試合では得点が低い

あるいはその傾向であった{それぞれp=O.07. p=O.03， 

表4.)，決勝トーナメントのベスト16やベストS進出を

目様として設定していたが，それに向けた心理面の調

整を行えなかったととが推察される，

心理的能力尺度は実力発揮皮との関に相互関係が

あり， D1PCAの合計得点からD1PSの合計得点を予測

するととも可能とされている鈴.本対象者の試合毎の

目標達成感に関連伎がみられた (X'=7.897. p=仏02，

図1.)が，実力発簿感には関連性がみられず{図2.)

今回の調査ではそれらを支持するととは出来なかっ

た.実力発揮感はどの試合においても関連性はみられ

なかったことから，自らの能力を出し切れなかったと

感じたととがその原因であると考えられる.高校野

球選手を対象にするとDIPS-D.2の合計得点は案)J発

揮度との院に相互関係がみられているものの打率と

の潤にはみられていない9)さらに大学サッカー選手

を対象として試合前の心理状態診断検査 (Dia富nostic

lnv田ltOryof Psychological S同居翠efo賠 Competltion:

D1PS-B.l)の合計得点とDIPS-D.2の合計得点との間

に格関関係がみられているが，この点においても本対

象者では関連がみられなかった しかし， DlPCA.3と

D1PS-B.lの得点に格闘欄係凶がある点については支持

することが出来たな=0.468，p<O.05，図3ふ本大会

は予選・決勝それぞれトーナメント形式で試合が行わ

れる.予選会は大会前1::対戦相手を把握しているが，

その後の総選で決勝トーナメントの対戦校が決定され

るため，対戦格手の評価をあまり行えずに試合に望む

ことや，敗戦したことでD1PS-D.2での検査を低く採

点してしまいDlPCA.3得点との閑で関連が見られなか

ったととも考えられる哩

DlPCAを用いて選手の特性を知り，試合に近づく

につれてDlPS-B.1得点が向上し，試合を振り返った

ときのひIPS-D.2得点が高まっているZことが望ましく，

バレーポール選手の心息衝を長期的に扱っていくと個

人の変化が伺えると報告されている.)ためp 今後検討

する必要がある.指導者側としては偲人のもっている

能力を引き出ふ選手側は勝敗に関係なく自らの力を

十分発揮できたと思えるような試合運びをすることが

望ましいと考えられる.

5.まとめ

1)大会直前に行った心理的競技能力診断検査の合計

得点は全日本群-，高校生群よりも低く，特に f精

神の安定・集中jについては顕著に低い得点であ
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った.また大会5ヶ月前と比べて非レギュラ一群

は「自信j得点が下降し. r競技意欲jは大会誼
前T非レギュラーであることにより得点が低下傾

向を示した.

2)試合前の心理状態診断検豪華を用いるとレギュラー

群に比べて非レギュラー群は「闘争心J• r自己
実現意欲J• r勝利意欲jの各項目の得点、が低か
った.

3)試合中の心理状態診断検査において，試合毎の

「実力発揮感jに変化はなく，特に絞れた試合

においてはリラックスした気持ちで試合に臨めて

いなかった.
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by covariance structure analysis 

Masahiro OHKAWA1) and Mitsuru SAKAI1) 

1 .緒言

世界バレーボール協会 (Fed釘ationIn悼rnationale

de Volley-Ball: FIVB)によると. 200吉年8月24日現

在日本女子は7位{前回日位λ 同男子は7月28日現校
12位{前回骨位}に瀬位付けされている (FIVBHPよ

り).五輪や世界選手権などに出場する世界一流選手

に対して様々なサポートが行われているが，囲内・外

や各種スポーツを関わず上位を目指す上で科学的サ

ポートを欠かすことは出来ない.サーブ→レシーブ→

トス→アタックという一連の流れがあるバレーボール

競技に対して体力・技術的サポートがなされ，多くの

科学的知見1-8)が得られているように競技力向上には

「心理面・技術面 e体力面jの強化を行うととは必須

である到.基礎・専門体力の評価というものは測定値

として表しやすいが心理面については難しい圃「精神

カjという用言語が用いられるととがあるが. r精神の
強さ.気力.知性的ー理性的な，能動的・目的意識的

な心の鱒jき.根気jという意味をもっ.また. r遺る
気jは「物事を積極的に進めようとする目的意識jとさ

れている{広辞苑第5版より). r遺る気jや f自信j
は ra己効力j感として表現されておりペ自己効力
を高める ζとで競技カが向上する11ぺ一貫した傾向

はみられない16)あるいは影響の程度は少ない聞という

報告もあり一致した見解は得られていないが，中学生

のバレーボール競技選手を対象にして自己効力感尺度

について検討しているものでは強豪校ほど高い自己効

力感得点を獲得している地凶.

そ乙で，大学女了ゐバレーボール部の心理面強化サポ

ートの一環として自己効力感尺度をJjjいて各国てずの滋

1)九州共立大学スポ」ツ学部

果関係をモデル化し，共分散構造分析による学年jilJ，

レギュラー・非レギュラーの比較およびその差異につ

いて検討するととを目的とした.

2.方法

1 )対象

200骨年度九州大学バレーボール女子1部リーグに所

草草する1-3学年に在籍する女子バレーボール部員 (3

年生:5名 2年生 :11名 1年生:7名)23名とした.

的調査時期

200百年度春季リーグ開始前に行った圃

3)質問項目

質問は16項目とし，問答には5件法 (1:全くそ

うでない， 2:ややそうでない. 3:どちらでもない，

4 :ややそうである 5 全くそうである}を用い16)

自由速度法にで行った

4)統計解析

学年間の比較には一元配置分散分析を用い，多重

比較にはTukey-Kramer法を用いた.レギュラー群

(n=13)と非レギュラー群 (n=l自)の比較には対応

のないt検定を用いた.先行研究との比較にはz検定

を用いた.共分散構造分析は1告の質問項自をs因子に
分けて哨パス解析を行った.2変量間の関係はPearson

の積理事報関係数を用いた.いずれも有意水携はα

=0.05とした.

1) Kyushu Kyoril.su University Faculty of Sports Science 



36 大川昌宏他

3.結果

1 )自己効力感合計得点、

自己効力感尺度を用いた合計得点は46.8士5.1点で

あった (Fig1.) • 
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Fig 1. Histogram and distribution of frequence cases in this 
study. 

2)学年別による各質問および因子の比較

質問項目1I早く動ける」は1年生1.9::1::0.7点 2年

生2.6::1::0.8点 3年生2.6::1::0.5点で1年生が2年生より

低い得点傾向を示した (p=0.09).質問項目2Iよみ

がさえているJは1年生1.7士0.8点 3年生3.0士0.7点
で3年生の方が高い得点傾向を示した (p=0.08).質

問項目7I身体が動きやすい」は1年生2.0::1::0.8点 2

年生3.1::1::0.7点 3年生3.2::1::0.4点で1年生は3年生お

よび2年生よりも低い得点であった(それぞ、れp=0.02，

Pく0.01).質問項目13I指導者に何でも相談できるJ
は1年生2.6士1.0点 2年生1.5士0.7点 3年生2.2士0.8

点で1年生が2年生より高い得点を得ていた (pニ0.03). 

質問項目 14I指導者と意見が同じであるJは1年生
3.0::1::0.8点 2年生2.1::1::0.8点 3年生2.4::1::0.5点で1年

生が2年生より高い得点傾向を示した (p=0.06). 16 

の質問項目を先行研究16)に倣い5つの因子に分けて学

年別に解析を行うと，第1因子である「正確な予測と

プレー」において1年生5.4土1.9点 2年生7.4土2.3点，

3年生8.2::1::1.5点を示し 3年生は1年生と比べて1.5倍

の得点を獲得していた (p=0.08).その他の4因子に

ついては学年間で同程度の得点であった. (Table 1.). 

Table 1. Comparison with each question and factor by the 
grade. 

Question Grade 1 Grade 2 Grade 3 p value 

Possible to move early 1.9::tO.7 2.60t0.8 2.6::tO.5 
Grade 1 < Grade 2 
p=口09

。oodne盟国bright 1.7士0.8 2.6士1.1 3.0士0.7
Grade 1 <弓rade3 
p=0.09 

Grade 1 < Grade 2 

E asy to move in the body 2.0土0.8 3.1土0.7 3.2土0.4
p<口01

Grade 1 < Grade 3 
p=口02

日oodrappol't with coach 2.6"'1.0 1.5:t:Q.7 2.2士0.8
日'rade1 :> Grade 2 
p二口 03

Goncurring with coach 3.0"'0.8 2.1 :tQ，8 2.4"'0.5 
Grade 1 :> Grade 2 
P二口 08

Acculate prediction and play 5.4"'1.9 7.4:t2，3 8.2I1.5 
Grade 1 < Grade 3 

p=口09

Values are mean土SD

3) 自己効力感得点、の先行研究との比較

自己効力感についての各学年および本対象者の得

点は， 3年生:49.6::1::5.4点 2年生:46.5::1::6.0点 1

年生:45.1士2.7点，平均:46.8士5.1点であった.関

東の大学男女バレーボール選手192名を対象とした自

己効力感得点1勺ま60.1::1::8.4点であり，本対象者の得

点はそれに比べて78%程度にとどまった (pく0.001)

(Fig 2.). 
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| NS 
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Grade 1 Grade 2 Grade 3 This study Sato et al 
(2002) 

Fig 2. Compare with self efficacy scor巴sin this study and 
previous study. 
NS: Not significant. 

4) レギュラ一群と非レギュラ一群の正確な予測とプ

レ一得点比較

第1因子:I正確な予測とプレーJの得点はレギ、ユ

ラ一群 (7.8::1::2.0点)の方が非レギュラ一群 (5.8::1::

2.0点)に比べて1.3倍高かった (p<O.OOl，Fig 3.)が，
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関東の大学バレーボール選手(11.3士2.2点)の69%

程度の得点であった (pく0.001，Fig 3.). また，非レ

ギュラ一群は関東の大学バレーボール選手の非レギュ

ラ一群 (8.0土1.7点)に比べて73%程度の得点であっ

た (p<O.OOl，Fig 3.). 
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Fig 3. Compare with accurate prediction and play scores in 
this study and previous study. 

5)共分散構造分析によるパス解析

16の質問項目を[第1因子:正確な予測とプレーJ， 

「第2因子:チームメイトとの一体感J，I第3因子:

平常心J， I第4因子:指導者に対する信頼感J，I第5
因子:指導者との一体感jの5つに分けて共分散構造

分析を行った. I正確な予測とプレー」と「平常心」

との問にr=0.27，I平常心jと「指導者との一体感」

の聞にr=0.18，I正確な予測とプレー」と「指導者と

の一体感Jの聞にr=0.25の関係がみられた (Fig4.). 

25 

Fig 4. The covariance structur巴analysisof self-efficacy test in 
this study. 

4.考察

「自信Jや「遣る気」は自己効力感と表され10) それ

を高めることで選手の能力発揮を左右し競技力が向上

するという報告11-15)がある一方で，一貫した傾向はみ

られない16)あるいは影響が少なし)17)と意見は散見して

いる. 4つの質問(一般的身体的自己効力尺度，全体

的バレーボール自己効力尺度，バレーボール下位技能

自己効力尺度，自己チーム効力尺度)を用い， 4件法

による回答をさせる自己効力感尺度を作成し， 440名

の中学バレーボール競技者 (1・2年生男女各100名程

度)を対象にしてその信頼性と妥当性について検討し

たもの18)や，一般的身体的自己効力尺度13項目，全体

的バレーボール自己効力尺度，バレーボール下位技能

自己効力尺度124項目，バレーボールチーム効力尺度

38項目，およびフェイスシート18項目を用いて中学

バレーボール部員1170名を対象に調査したものによ

ると，多くの下位尺度では性差があり，一般的身体的

自己効力尺度を除く3つの尺度でチーム力によって差

があり，強豪校ほど高得点を獲得したことが報告され

ている19)

状態不安 (CompetitiveState Anxiety Inventory-2: 

CSAI-2)は認知的不安 (cognitiveanxiety: CA)，身

体的不安 (somaticanxiety: SA)， 自信 (confidence:

CONF)の3つの因子から構成され，得点が高いほど

不安傾向が高まる. CSAI-2および自己の能力評価と

の関連について検討をすると，効力感が低いと不安が

強まることを示す(-0.79)が，個人評価の良し悪し

との関連をみると不安要素が大きいほど個人評価を低

く見積もる一方で，自己効力が高いほど個人評価が

高いということではないことが示されている 17) バレ

ーボール選手の競技前の状態不安は高すぎでも低す

ぎでもなく逆U字論で表される「中程度」の不安要素

を持ち合わす必要があり 20) 大学女子バレーボール選

手を対象にして心理的競技能力診断検査 (Diagnostic

Inventory of Psychological Competitive Ability for 

Athletes 3: DIPCA.3) を2回，心理的コンディション

インベントリー (PsychologicalCondition Inventory: 

pCI)を13回使用して1年間の選手の心理状態の変化

を縦断的に調査すると，春期と比較して秋期の方が技

術効力感や能力発揮水準も低下するという研究21)があ

るように調査時期については大小の試合を考慮した検

討を行う必要がある.本研究にて使用した自己効力

感尺度は16項目 5因子からなる自己効力感尺度テス

ト16)で，大学生女子バレーボール選手における学年別
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の自己効力感について検討することを1つの目的とし

ていた.大学入学直後の1年生は2年生に比べて「早

く動けるjという感覚が鈍く(，，=0官官)， rよみj能
力が3年生よ坦もやや低く (p=0.08)，2・3年生に比

べて「身体が動をきにくいjととを挙げている伝<0.01，

p=0.02) .それらを反映するように3年生と比べると

「正確な予測とプレーjを行えていない (p=0.08). 

育成選手として長期的に育てる選手は除き，すぐに実

践で起用することを考える場合には入学前年度末から

入学時点までの練苦手状況について高等学校と大学問で

連携した取り組みが必要であると考一えられる.一方

で 1年生はZ年生に比べて指導者に rMでも相談が
できるjの得点が高く (p=0.03)，r指導者と意見が碕
じであるjの得点が高い傾向を示している (p=0.06)

(Table 1.).これらは大学や生活といった環境面に

問題があるのか，学年をおうととで個人の意識菌が低

下していくのかは定かではないが改善の余地がある嗣

l自の質問項目について因子分析を行った第1因子は

「正確な予測とプレーJであり.レギュラー君事の方が

非レギュラー群に比べて高い得点を有することが示さ

れている21) 本研究においてもそれを支持するもので

あった (Fi耳 3.). 3年生は1年生と比べて高い得点、を

示す傾向を示した (p=0.08)が，その般の因子 (4因

子)についてはほぼ間程度の得点であり，全体的な心

理磁強化が望まれる.バレーボー;[，VlリーグAチー

ム12名を対象として試合直前とその2週間前に自己効

力感テストを実泌すると時間的な変動はみられないが，

断力が4位以下の入賞君事に比べて高い得点(それぞれ

p<申01)凌獲得しているととを特長として挙げ，心理

面1:対しての自己評価が高いことを示しており競技

成績別にサポートを行うことの重要性を説いている却園

自己効力感について様々な見解が報告されている叫11)

が本研究における対象者では自己効力感得点が低いが，

心理阪の向上が競技力の肉とへとつながる研究U 国を

支持する可能性があると考えられる.

共分散構造分析を行うと，第1因子:r正確な予
測とブレーjと第3図子園「平常心J(r=0.27)，第3

因子 「平常心jと第5因子:r指導者との一体感j
(r=0.18) ，第1因子:r正確な予測とプレーjと第5因
子:r指導者との一体感J(r=0.25)との間でそれぞれ
関連があった (Fig4トバレーボールという競技は

ポールを使用しネットを介して相手チームとラリーを

い周劉の状況が時々刻々と変化をするため，その状

況への対応を求められる競技である同「正確な予測と

ブレーjと「指導者との一体感jについて，監督ーコ

ーチと選手と A体となって取。組むととによりさらに

相互関係が高まり，判断}Jの強化を含めた競技}JI向上

につながると推察される 競技力の高い選手ほど優れ

た状況判断を行うこと聞や，バレーボール競技自体が

「場に依存する傾向が強いj凶ことから，第1因子とし

て挙げられている f正確な予測jを「プレーjにつな

げる能力を高める必婆性があることが示され，日々の

練習から取り組むことが重要である.

レギュラー群は非レギ斗ラー群に比べて「自信jを示 5. まとめ

す得点が高く， 16の質問項尽すべてにおいてt位群
の方が下位群に比べて高い得点を獲得していた団理本

対象者全体の自己効力感尺度得点は関東の大学バレー

ボール群に比べて低く(，，<0.001，F!日 2.)，r正確な
予澱とプレーjにおいては先行研究と同様に本レギュ

ラー群は非レギュラー群に比べて得点は高い(，，<0.05，

F!g 2.)がともに関東の大学バレーボール群と比較を

すると低かった{それぞれド0.001，Fig 2.)，本対象

者の場合，レギュラーとして試合に出場する選手は

2 • 3年生が多くを占めておりどの選手もパレーボー

ルの経験年数は10年前後を経過しているが， r経験年
数jでは「正確な予測とプレーjを図れず，それ以外

の技術や体力要因が大きいと思われる.

五輪に出場する選手を対象としてDlPCA.3および心

理的競技能力遺髪度評価を使対してメダル獲得群と4

位以下の入賞群に分けて比較・解析を行うと，メダ}[，

Z量得群は自己コントロール能力，集中力，自信，決

Zこれらの結果から，女子バレーボール部員への競技

力向上について心理面からの提言として

1) r予測カjを高めてプレーへつなげる能力を高め
るとと

2)大学入学前後における新入金への心理サポート

3)指導者(霊長替やコーチ)と選手との問で一致する

目標の設定・見解

などが挙げられる.

今後は個々に合わせた具体的なメンタルトレーニン

グを含めた心理面の強化を行う ζとで，技術と体力を

含めた競技力向上が望めるものと考えられるa また，

他の苦手との比較を行うととで長けている部分や劣って

いる部分に対しての調査や，選手内およびチーム内の

心理状況変化についての長期的な変化に対する指導と

いった課題が挙げられる
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緒 言

本学スポーツ学部においては，主に体})測定評価法

案習やスポーツ科学実験実習の授業等で学生の形態お

よび体力測定を実施しており，健康的な生活やスポー

ツ活動に必要な体})の測定法を修得し，その得られた

デ-11を客観的に評価できるようになるための授業を

援闘している.このような実践教育は，将来の社会生

活における学生自身の健康管理などにおいても有効で

あると考えられる，また，長期にわたり年度毎の学生

の形態や体力データを蓄積していくことは.現在の学

生の体力水準を把援できるだけでなく，身体の変化を

経時的に匁lる上でも特に重要であると考えられるe そ

こで本報告では，本学の授業カリキュラムにある体

力測定評価法実習を受講したスポーツ学部2期生(平

成19年入学者)および3期生{平成幼年入学者)の形

態および身体組成のデータの基礎的資料を得ること

を問的とした.また，本報告は. Fat-free mass index 

(FFMI)とFatmass index (FMゆから成る身体組

成チャート 1-2)を用いて，日常的に課外の部活動に参

加している学生(以下p 部活動群)と書官繍動に参加し

ていない学生(以下，持部活動群)の形態および身体

組成を比較し，それらの競技特性も検討したので報告

する.

方法

上測定時期および対象者

対象者比 2007年. 2008年に本学に入学し，体力

本)九州共立大学スポ}ツ学部

測定評価法案習を履修した男子学生297名，女子学

生157名，言t454名である.測定は. 200昌年4月から

200吉年3月の期間に本学灘動生理学実習室にで実施

したE 平均年齢は，男子1骨.1土0.8歳女子19.0土日品

議であった.また，対象の部活動喜平の労子 (1告2名)

は，アメリカンフットボール，サッカー，エアロピク

ス，ソフトポール，バスケットポーJl-.パドミントン，

バレーボール，ハンドポール，ラグビー，剣道，テニ

ス，硬式野球，柔道，準硬式野球，水泳，体操，陵上

競技部(駅伝，跳躍，短距離，投機)の20競技に所

属し，女子(105名}は，エアロビクス，ソフトボー

)1.-.パスケットポーJv.パFミントン，バレーボール，
ハンドポーJ丸剣道，テニス，柔道，サッカー，水泳，

体操，陸上競技部〈跳躍，混成7種競技，短距離.投

郷)の16競技に所属していた 非部活動群は，男子

105名と女子52名であった.

2固形鍛測定

身長はスチール裂のスタンド裂身長計(ツツミ社

製HD) を舟いてO.lc田単&.体重量はデジタル体重

計{エー・アンj<.ディ社製AD-6205)を用いて

O.02kg単位で測定した.体重の測定は被験者をでき

るだけ薄着にさせ着衣のまま測定したが，特に補正は

符わなかった，皮下脂肪厚の測定は，キャリバーの接

点に10副知m'の一定圧がかかるようにキャリプレー

ションされた栄研式皮下脂肪原計を朋いて. 0.5盟国

単位で上腕背側部および肩甲骨下部の2部位を測定し

た，周径閤の測定は，メジャーを用いてO.1m閥単位

で腕風験問{くぴれ).轡劉，上腕隊大瀧隣およ

本)Kyushu Kyori1Su University Faculty of Sports Science 
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び下線図の品部位を計測した，)町全ての測定は学生が

実施した.

3.身体組成

身体総成の測定は，上腕背側部と肩甲骨下部の皮下

脂肪厚からNagamineゅの下記の式によって体密度を

推定した

男子:体密度=1.0事13-0.00116X (上腕背側部皮

下脂肪厚+肩甲骨下部皮下脂肪厚)

女子:体密度=1.日開7ー仏関133X (上競背側部皮

下脂肪厚+肩甲骨下部皮下脂肪厚)

ここでの上腕背側部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚の単位

はmmである

体脂肪率 (%FM)は. Brozekら紛の下記の式を用

いて算出したE

%FM= (4.570/体密度 4.142) X 100 

除脂肪最 (Fat-free田 ass;FFM)は，体重一{体

重X%FMXO.Ollで算出し，体脂肪量 (FatMass: 

FM)は，体重とFFMとの差とした.除脂肪盤指

数 (FFMI) と体脂肪最指数 (FMl)は，体格指数

{話MI)と同様の概念であるためVanltallleら紛の以

下の式から算出した.

FFMI (kg/m勺=除脂肪最(kg)/身長 (m)'

FMI (kg/mう立体脂肪量 (kg)/身長(朋)'

BMI (kg/m') = FFMI (kg/m') + FMI (kg/m') 

4.統計

結栄は，全てMicrosoltExcel vol.X [or Mac及び統

計分析プログラムSPSS16.0 for Macを用いて処理し，

平均値と標準偏差で示したe 性差および群問の有意性

検定には対応のないStudent-t検定を用いた.全倒的

な基準値との比較には z検定を用いた.有意水準は

いずれも5%未満(p<O.Oめとした.

5.対照データ

形態の対照データは，首都大学東京の新.R本人の

体力機準値，)とした.また，身体組成は，身長，体重，

k腕背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪厚の値を照い

て2 上認のNa富田副ne4). Brozekらの， Vanltallieら，)

の方法を期いて算出した凶

結果と考察

事事lJIJに表1に示した調被験者の年度問の形強および身

体総成変数において，男子の年齢，上腕背側部の皮下

脂肪厚，上腕鶴の平均僚に有意な援が認められたが，

女子では年齢， と腕背側部の皮下脂肪厚，事事囲におい

て有意なま患が認められた.また，各年度の会被験者と

臼本人の標準値との比較において，各年度とも男子の

体重，遣要屈，大腿囲の項目は，機機鐙よりも有意に

高い値表示したが，9:.子では， 2007年度の身長，体

重t胸底腹開，聖書関，大草童顔および下腿関，そし
て2008年度は体重，上競背側部の皮下脂肪厚，胸囲，

膝頭，上腕既大腿関および下腿闘で有意に高い値安

示した.

形態および身体組成変数の平均値と機構偏差を性

別審群lllJに表2に示した.部活動群と非部活動君手間の

形態および身体組成変数において，男子の体重.BMI， 

除脂肪量，上腕E乱大腿鐙の平均億に有意な差が認め
られたが，友子では全ての部位において有意な差は認

められなかった また，全被験者，部活動群および非

部活動君事の3苦手全てにおいて，体格，大腿閤，下腿図

以外の項目で有意な性差が認められ体脂肪量主体脂

肪率，体脂肪指数，上競背側部および肩甲骨ド部の皮

下脂肪序，事事聞は， 3君事全ての女子で有意に高い健を

示した.

形態および身体組成変数を性lJ!J.競技別に表3に示

した.邦子の部活動群は，エアロピクスの身長，体操

の体脂肪最，サッカー，体操，駿上の跳躍，短距離が

非部活動群よりも有意に低い体脂肪翠揮を示した 一方，

バレーボール，ラグビー，剣道，野球，柔道，投繍Iの

体重，ラグビー，剣道，野球，柔道，準硬式野球，投

捕のBMI，ラグビーョ投郷の体脂肪量および徐脂肪量，

アメリカンフットボール，サッカー，パドミントン，

ラグビー，剣道，柔道，投郷の除脂肪最，ラグビー，

柔道，投郷の体脂肪量指数，パレー，ラグビー，剣道，

野球柔道，準硬式野球，投郷の徐脂肪量指数は，非

部活動群よりも有意に商い値を示した.女子では，体

操の身長，跳躍の体脂肪率および体脂肪量指数は有意

に低い値を示したが，バレー，銚線，投郷の身長，柔

道F 投擦の体重， BMI， FM， FM!およびFFM!，バレ

ー，柔道，投搬の除脂肪量は，非部活動群よりも高い

健であったい<0.05)

皮下脂肪厚および凋径囲を性lJ!J・競技別に表4に示

した.男子の体操，跳躍の上競背側部の皮下脂肪厚，

サッカー，体操の清甲骨下部の皮下脂肪厚，駅伝のよ

入学年度E日の本学学生および日本人の全国標権鐙の 腕風体操の大腿囲は，非部活動群より有蕊に低い値

形態および身体組成変数の平均値と標準偏差を性別審 を示した.ーホラグビーの上腕背側部および肩甲骨
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下部の皮下脂肪厚，ラグビー，剣道，野球，柔道，水

泳，体操，投鄭の胸底アメリカンフットボール，ラ

グピー，野球，柔道，投書事の腰鼠アメリカンフット

ポー}v，ラグビー，投郷の磐題，ラグビー，剣道，柔
道，体操，投鄭の上腕風アメリカンフットボー)V，

パFミントン，ラグビー，剣道，柔道，投書事の大艦隊

サッカー，バドミントン，ラグビー，剣道，検硬式野

球，投機の下線聞は非部活動群よ与も有意に高い伎を

示した 女子では，跳巌，短距離の肩甲骨下部の皮下

脂肪厚と跳躍の上腕図は，非部活動群よりも有意に低

い鐙を示したが，剣道の体議，投榔の胸窃，パスケッ

トポールの上腕風柔道，投搬の畿圏，轡風上厳密

および大腿図は，有意にi高い値を示したv:><0，05)， 

性別・競技研jの身体組成の特伎を図1の身体組成チ

ャートに示した 男子の投榔，ラグビーおよび柔道

のBMIは，非部活動群よりも顕著に高い傾向が認めら

れた.一方，駅伝は低い傾向を示した. FFMIは，投

機，柔道，ラグビー，パFミントン，アメリカンフッ

トポールおよび剣道で高く，駅伝，エアロピクスおよ

びテニスで低い傾向を訴した.FMIは，駅伝，跳躍お

よび体操セ低い傾向を示した 女子のBMIは，非部活

動群よりも投郷と柔道で顕著に高い傾向が認められた.

一方，跳躍と混成7積は低い傾向を示した. FFMIは，

投郷，柔道で顕著に高く，サッカ-<!低い傾向を示し

た. FMIは，陸上競技の銚鰹，短距離および混成7種

で低い傾向を示した.

本報告では，形態および身体組成の基礎的資料を得

ること，身体組成チャートを用いてスポーツ学部にお

ける部活動所属学生{部活動群}と部活動券所属学生

{非部活動群)の身体組成を比較しB それらの競技特

性を検討することを目的とした.その結栄，部活動

群の男子の体重.BMI，除脂肪晶 と腕囲，大腿囲は，

非部活動群よりも有意に高い髄であったが，女子は全

ての項目において有意な業は認められていない.また，

部活動群と非部活動君事ともに，男女の体格 (BMI)に

は性皇室が認められていないが，身体組成には性差が認

められた 身体総戒の競技特性は，チャートを用いた

評価法においても確認できる圃男子においては，多く

の競技で非部活動群よりも部活動群のFFMIが右側に

プロットされ，爆発的なパワーを発揮する投郷やラグ

ビーなどではFFMIとFMIともに高い健を示し，相手

選手との接触を伴う柔道やアメリカンフットボールの

ような競技においても，除脂肪組織が蒔く，体脂肪組

織もやや高い傾向を示した.しかし，主に個人競技で，

駅伝，テニス，エア口ピクスといった持久的運動で身

体接触が少ない競技は，体脂肪組織も小ざい傾向が認

められた.さらに，男子では非部活動群よりも友上{閣

にプロットされた競技，つまり体脂肪組織が多く，除

脂肪組織が少ない競技は認められなかったが，女子の

剣道，エアロピクス，ハンドボールは非部活動者よ号

徐脂肪組織が少なく，体脂肪組織が多い傾向であったE

本報告では，年度毎の学生の形態や身体組成の特性

を明らかにした.また，部活動に所属している学生の

身体組成特性も競技別に示したE しかし，本報告では

スポーツ学者自に所属する学生の形蟻や身体組成を経時

的に評価し，それらの特肢を示すことはできなかった.

したがって，今後は4年間の横断的なデータをJIJいて，

スポーツ学部の学生の形態および身体組成を経時的に

評価する必要がある.そして，部活動に所属し，定期

的に運動を実施している学生と，運動習慣が少ない，

あるいは運動経験のない他学部のー般学生との比較に

おいて，形態のみならず身体組成や体}Jなどとの関連

性を明らかにする必要がある.

襲撃 辞

木論文の執筆にあたり，小宮秀ー教授，中京大学の

十河直太助教から貴重なデータの援供とご指導をいた

だきましたe 記して謝意を表します
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1 はじめに

競技スポーツにおける採点規則の移り変わりは早い

体操競技においても rlO点満点jや「ウルトラcJな
どの有名な首薬はもはや過去のものとなった. 1官官6

年のモントリオールオリンピックでルーマニアのナデ

ィア・コマネチが10点満点をU[Jき出し，当時のJv-

}vの限界を超越した演技をパーフェクトに行った.そ
の後，多くの選手たちが10点満点を獲得するための

技衡を開発するようになる.競い合う技の高度化によ

。競技器具も改良を重ね，)l!に高度な技が可能とな

った.現在ではAからGまで7種類の難度が主主認され，

個々に0.10点から0.70点までの価値点が与えられてい

る.審判{人間}が選手(人間)の演技内容の質を評

イ析し優劣の判断を行う p といった芸術性をE重視するス

ポーツではその判断基準となる採点規則は公平な判断

を下すために重要な役割を栄たす.体操競技において

もF 審判員数の増加や作業の分業化， VTRを用いた

記録やDVDの導入，細部にわたる採点内容の構築等

の試みが行なわれた“しかし， 2005年にオーストラ

リアのメルボルンで開催された世界選手権大会後には

rlO点満点jの採点規則は廃止された.との背景に

は体操競技の貿なる発展とその特性である芸術性の向

上，そして21世紀に至るまで適用する採点規則を完成

させる自的があったと言われており，体操競技の満点

1 )九州共立大学スポーツ学部
2)国土館大学

は10点しかあり得ないと信じていた選手，指導者や

審判員，そして観客にとっても新しい採点規則は今ま

での常識を根本から覆す康史的な大改革であった

通常，採点規則はオリンピックの翌年に4年サイ lJ

Jレで改定が行われる.しかし， 2004年のアテネオリ

ンピック終了後に2005年版採点規則 (2008年北京オ

リンピック照)が発表されたにもかかわらず，翌年に

は新採点規則と呼ばれる2006年版1)女子については

2007年版"も発表され2008年の北京オリンピックに適

用された，そして200哲年2月には2012年のロンドン

オリンピックにI向けて200百年版，)の採点規則が発行さ

れている.

之の4年サイクルの慣例を破って施行された3冊の

採点鏡則にはどの様な変化があったのか?今後の女子

体操競技に求められるものは何か?等，これまで男子

採点規則に関する研究はいくつか行われているものの

叫'女子についての研究は数少ないω.

そこで，本研究は rl0点満点j廃止後の女子採点

規郎における改定内容の変遷，女子の競技を構成する

4種目{銚謁，段違い平行棒平均台，ゆか}の1種

目白である銚馬の採点部分に焦点を当て，今後の動向

と問題点を探るととを目的とした.

1) Kyushu Kyoritsu University Faculty of Sports Science 
2) Kokushikan University 
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2.すべての緩固に関する採点方針

1 )採点の基本方針

採点の基本方針について， 2006年版として施行さ

れた採点規則(以下，新採点規則と呼ぶ)には f演技

の内容や組立に関する現在の考え方は，ダンス系やア

クロパット系の振り付けが熟知され，ぞれが重聖書とさ

れる芸術的な演技を奨励するjと表記され，この内容

は20住吉年版ま守一貫している体操競技は伎の難し

さと美しさを競うスポーツである町女子体操界では技

術の革新や祷発に護者を震いた時期もあったが，10点

満点廃止後に施行された新採点規則からは熟練された

芸術性と多様性に富んだ演技を高く評価する方針が打

ち出されている.

2)審判員の構成

審判員は1緩自につき2名のA審判長 (200曽年版

よりDlfflcu1ty Judge圃 P審判員九 4名の日審判員

(200宮年版よりExecutionJudge : E審判員λ線審
{跳馬1名，ゆかZ名)そして4種目にl名ずつの計時

とセクレタリーで繕成され，どこれらも新採点規則施行

当初から大きな変更はないー D審判員は演t室内容の襲撃
皮価値を決定， E審判員は演技の実施と芸術性の欠点

を減点し，線審はゆか運動での境界線の踏み越し，ま

た，跳馬ではレーン1;:沿った方向の逸脱を判断する.

計侍は演技時間や失敗による演技の中断時間等をチェ

ックする セクレタリーは選Tの得点入カに責任を持
つ審判員である.

3)得点の算出方法

得点{以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は2006年

版繍行当初から同じ方法が採用されているがP 呼称

が200吉年版から変更された表1のようにAスコアが

Dスコア(以下Dスコアと呼占~) . BスコアはEスコア

{以下Eスコアと呼ぶ)，また，演技を構成する条件

の1つセある要求グループ技は構成要求(以下，構成

主芸求と呼ぶ)となっている.

{表1)スコアの呼称と内容

醐輔 Aスコア
"，>7年臨

武田g委事腹
Dλコア

o.噂畏闘切開mw跡
、加

2006年版以前の採点規則では10点満点、の中に選手

の価値点と実施点が含まれていた.

しかし，新採点規則ではD審判員が「幾度点J， r構
成要求J，そして技の組み合わせに与えられる「組み

合わせ点Iの3っそ加算してDスコア(価償点〉を算

出 E審判員は10点満点から演技の{実施J， r全体
のバランスjや[芸術的表現jといった出来栄えを減

点しEスコア(実施点)凌算出する.そして，各々算

出されたスコアの合計点が選手の最終スコアとなる.

3.跳馬の規則と採点方法

1)一般的な規則

選手は跳躍を開始する前に実施予定の跳躍技番号を

表示し演技を開始するー演技は助走から始まり，跳躍

板での雨足踏み切事は「前向きjまたは「後ろ向きj

で行なわれる.跳躍は着手前の主主中局面(第l空中

局面l.支持局面二着手後の空中局面{第2空中局面)， 

そして着地局衝について採点が行われる"すべての跳

躍は跳躍台に碍手をついて実織され，仮に選手が跳躍

板，または跳躍台に触れていなければ昼要求されている

銚躍因数に対して1回の追加銚躍が認められる.これ

らの規則は2006年版より一貫して同じ内容が適用さ

れている E

2)跳躍技グループについて

跳躍技は表2の通り，グループ1から日(以下， Gl-

G5)に分類され. 2009年}援において若干の追加事項

が生じているがそれ以外の変更はない. G1は「第1/

第2空中局面でひねりを伴うまたは伴わない，宙返り

のない銚緩技(倒立図転とぴ，ヤマシタとぴ，ロンダ

ート入り)J，G2は「第l空中局面で1同 (360勺ひね

りを伴うまたは伴わない前方傍j立図転とぴ~第2空中

勝衝でひねりを伴うまたは伴わない前方宙返りJ.G3 
は f努l空中局爾で1/4-1/2(却。-180')ひねりを伴

う倒立回転とび(ツカハラ)-第2空中局面でひねり

を伴うまたは伴わない後方翁返りJ. G4は「ロンダ

ートから第1空中局面で後ろとぴl回(360')ひねりを伴

うまたは伴わない入り{ユルチエンコ)-第2空中局

面でひねりを伴うまたは伴わない後方宙返りJ.G5は
「ロンダートから第1空中局面で後ろとぴ1/2(180') 

ひねりを伴う入り~第2空中局面でひねりを伴う，ま

たは伴わない前方街返りjとなっている このグル

ープのG2とG5に200百年版からは後方宙返りの技が追

加された布これは「前転とぴ-1/2ひねり後方かかえ
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込み宙返りJと「前転とび-1/2ひねり後方屈身宙返 5)着地に閲する減点

りJというクエルボ系の技が難度表に復活した事によ 跳躍ではその着地方向についても減点が行われる.

るものである 2006年までは着地方向の減点の目安として跳躍台の

中心より左右それぞれに50cm幅の位置を定め，その

(表2)跳躍技の分類 位置から進行方向に4mの長さで直線レーンを引き着

• : 2009年版より後方宙返り系もG2に加えられた.

3)採点方法について

跳馬のDスコアは他の種目とは異なり，技ごとに最

低2.40点(前転とぴ〕から7.10点(前転とぴ~前方か

かえ込み2回宙返り)までの価値点が定められ，その価

値点がDスコアとなる.D審判団は実施された跳躍技

の価値を種目特有な減点とともに判断し，そのスコア

を確定する.また， E審判団は実施された跳躍から種

目特有の実施減点を行い減点後のスコアを算出する.

との2つのスコアの合計が演技を行った選手のスコア

となる これらも2006年版施行時から一貫している

4)種目特有な要求

予選(競技I)，団体決勝(競技VI)及び個人総合

決勝(競技II) における跳躍は1回とされており，予

選における跳躍スコアは団体決勝と個人総合決勝への

スコアとなる.しかし 1回の挑躍では選手は難度を

下げてでも減点の少ない安定性のある技で得点を得ょ

うとする傾向にあるため技の向上には繋がらない.従

って圏内で採用している内規では2回の跳躍を認めて

おり，技の更なる向上を推進している.また，競技I

で種目別決勝(競技m)への出場を望む場合，競技E

の規則に従って2困の跳躍を実施し，その平均点が最

終スコアとなる.その実施は第2空中局面での「宙返

りの方向が異なること」または「宙返りか宙返りでは

ないとと」が初日7年版までの条件であったが， 2009 

年版からは支持局面(跳躍台からの突き手)が重視

され 2回の跳躍はそれぞれ「前方着手」と「後方着

手Jという別々の跳躍技を実施するとととなった.と
れには跳躍を実施する選手の技の偏りを無くし，バリ

エーション豊富な技を実施させようとする目的がある

と考えられる.

地方向の減点を行っていた.しかし， 2007年4月から

は跳躍台の中心より各々横に50cm，そして2008年5月

からは45cmの地点から着地マットの長さ6m地点にお

いて各々75cm地点を終点とする放射状のレーンが採

用されている9.1ω.その減点は2007年版までは「レー

ンの外へ片足が出た着地Jが 0.10点， rレーンの外へ

両足が出た着地」は-0.30点であった しかし， 2009 

年版からはレーンの内側ではあるがレーンのラインに

接近した着地Jに対し 0.10点， rレーンの外に片足が

出た着地」には 0.30点， rレーンの外へ両足が出た着

地」は-0.50点という厳しい減点が適用されるように

なった.跳躍の第2空中局面では高さと飛距離が出る

ほど身体の軸がぶれる傾向にある.直線に設置された

レーンでは高さと飛距離が出ない選手の方が規定の枠

内に着地することが容易すく，また減点も少ない.従

って，このレーン改定の背景には第2空中局面におい

て高さと飛距離を出す選手の価値を大きく評価したい

とする目的があったと考えられる.そして， 2009年

版からは更に第2空中局面から着地に対する減点が厳

密化された.これは選手にとって更に完成度の高い安

定した跳躍と高い着地姿勢が要求されたことを意味し

ている.支持局面での着手後，確実な突き放しが実施

された後のひねりや宙返りが要求されるため，着地の

先取りが難しい前方系の技 (G2)を実施する選手が

激減している 器具への着手と同時にひねりや宙返り

を開始した場合，その高さや飛距離は伸びず，身体の

軸もぶれる.特に，ユルチェンコ系の技の場合は第

1空中局面に入る前のロンダートの正確さが着手後の

技の出来栄えを左右する.第1空中局面において正確

な入り方を実施すれば支持局面での確実な突き手と鉛

直面での身体の通過が可能となり，第2空中局面にお

ける高さと飛距離を伴う正確な着地地点も保証される.

とれらのことからも，採点する側は実施する側に対し

て更なる技の完成度と雄大性のある跳躍を望んでいる

ことになる.

6)種目特有な減点

挑馬特有な減点については，競技Eでの特有な要求

として2009年版から施行された r2回の跳躍における

支持局面が異なっていなければならない」という条件



50 中村絵理組

以外は施行当初から変わっていない.すべての跳躍技

には跳践の番号が付けられており，選手l主演技後行う

前にその跳躍授番号を審判に表示するが，表示と異な

る跳躍技を実施した場合でも減点はない調しかし，表

示後行わず実施に蚕った場合，その跳援の最終スコア

から-0.30点，また，片手だけ触れて銚腐を実施しな

かった場合は-2.0自点となる.

7)種目特有な実施減点

実施減点はれj、欠点 0.10点J• r中欠点 0.30点J• 
f大欠点-0.50点J• r超大欠点-0.80点jでカウント
される.ここでは器審判団が10点の持ち点から演技者

の実施減点を行っていくととになる(表的.

{表3)実施減点の比較

事五亜事扇面
膿の幽がり[-(I，ll)--(lji砂1

|醐時豚吋a隆副閣の開者〈または滋o閣をl[-4l.10仰一@副
一身怖の梯ほしが不+翁考案たは譲，.(かかえ込み』鹿島@擦薦描) Hl.lil--ru細目

置きが不十分[2.005，2(醐 -{!"10~←制。] 【忽潟1:-o.10--IM間

〈修正 1-'"晦切が不正確【醐陥 ".1ト-0"創出仰醐健司引悶
一伸身盗勝争犠てをな~\ [2008.鍵凋1:-{I.l0--{UjQ1[2l治省-il.1tf--o.3C]

闘の翼連. [-乱開】

|醐時甑-(目隠.11::.)1-2爾資制的議揺嬢【-(1.10]
ーか...込み息身伸身獲暢が不正徳[-D.HI--{l.3IJl

l ."富市扇酒向調摩地

町主君出臨桝十分同ト胡1

第1"i!中尉閣における大きな変質項目はひねり不足

についてである. 20自6年版では「ひねむ不足jとい

う項自で 0.10点から 0.30点. 2007年j援ではそのひね

り角不足の大きさにより最大心 50点となった.しか

し，現在では跳躍グループごとに対象となる角度と減

点が細分化されているのが特徴であるや支持局面につ

いては200留年版から「規定されたひねりの時期が単

すぎるjという項目に「宙返りjが追加，ひねりと同

様に宙返りの開始時期にも確実性が求められ，第2空

中局面では身体の姿勢や着地の飛距離について2006

年版の施行当初から一貫した厳しい採点義勢が採られ

ている更に20日7年版での高d不十分に対する最大

減点は-0.50点までであったが. 2006年版と200吉年}援

には最大 0.80点が加わり，より高さのある跳躍が再

度主重要視された 一般的な項目では，スピードや迫力

のある演技が重視され. 200号年版からは9!I:::r宙返
りの回転不足jが減点項目として追加された.転倒な

しで-0.10点，転倒すれば悶0.30点となる これは商さ

と飛距離のある第2空中局間から確実な回転での宙返

り，そして着地を先取りしたま塁勢での安定した技の捌

ぎを裂求するものとして設けられたZ露首であろうと推

察される.

4.跳躍技について

跳躍技にも様々な変遷がある. 2009年版からは

「前転とぴ~1/2ひねり後方宙返り j と「ロンダート

後ろとぴ1/2ひねり-1/2ひねり後方宙返りjのタエル

ボ系が幾度表に復活し「前転とび~前方かかえ込み宙

返りひねりj系と同じ難度五誌が与えられたE 之の設は

「前転とぴ~前方かかえ込み宙返りひねりj系の技と

良く似ている 選手は得点を少しでも上げるためによ

り高く，より遠く，そして回数の多いひねり技を実施

する.クヱルポは112のひねりを実施した後に後方宙

返りを行う技であるが，以前の採点方法では審判員の

見方により表示番号違い(前転とぴ~前方かかえ込み

宙返りひねり系と判断，表示違いの減点)やひねり不

足による大幅な減点が生じ，その危険をInJ滋するため

実施者は減少し廃れていた.しかし，新採点規則の施

行とともにクヱルボ系の技が採点表に復活し，表示番

号濃いの減点も無くなった これにより大きな減点を

気にするがために「安全域の技を実施して得点を稼

ぐjという方法が不潟となり，選手側にとっては更に

商難度の技への挑戦が可能となった ことには採点側

としても少なくなった前方系の技を開発して欲しいと

いう目的もあったに違いない.また，空中局面におい

て「後方伸身宙返り 11/2ひねりjを行う技は価値点

が2009年版から0.20点低く押さえられている.以前

は11/2ひねりでも高難度な技ではあったが，最近は2

回以とのひねりを実施する選手が数多いため必然的に

価値点は低くなる.ζれは「後方伸身宙返り系jの技

t.J!一般的になってきたためであると考えられる.
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5 まとめ 規則において「実施減点、を補うような加点J，または
「価値点を上げるjなどの対処安行うことにより新し

女子体操競技に対する採点側の要求は益々増加して い技の機発が可能になると考えられる

いる. 1百28年にオランダで開催されたアムステルダ

ム大会でのエキシピション参加から約初年，その関

にはソピエト連邦{現ロシア)の洗練された優雅さと

表現カが世界を圧倒した1宙開年代から70年代， 70年

代後半からはルーマニアのナディア圃コマネチ安代表

とする確実な技と美しさ，そしてl宮畠4年に開催吉れ

たロスアンジェルスオリンピック以後はアメリカのメ

アリ一審レットンを代表とするパワー溢れる体操が世

界を支配したE その後も更に技と美しさの進化は続念

現在ではパワーに溢れながらも完成された正確な技，

単発で行う技よりも連続で行う技，ぷ骸らしい美しさ

や芸術性は勿識のこと，質の高い蓄電授が強く求められ

ている傾向にある.乙れは選手らが開発し続ける高度

な技術と美しさ，それに伴って開発され続ける新しい

器具，改定される採点規恥全ての相乗効楽である

従来，跳潟は場予が助走路に対して縦肉色女子は

横向きに設置されており，男子はツカハラやカサマツ

系(担a方系)，女子は前転とびゃ{前方系}口ンダー
ト~後転とぴ系(ユルチェンコ系)等，発展する技は

自ずと異なる嗣しかし， 2001年を壌に跳馬の形状が

大幅に改定され男女共通のテーブル製となったE その

結操，技の発援は共有化され新しい授が出尽くした感

は否めない.残念ながら跳馬は女性としての特徴が一

番隠れてしまう種目である.技においても男子と同様

にスピードとパワー.完盤な技術と安定性，技の大き

さと滞金時間，そして飛距離を追求していかなければ

今の採点規則では得点には結びつかず今後もとの要求

傾向は続くであろう 現在，女子の幾度表には f前転

とぴ~前方かかえ込み2岡宙返りjという技はあるも

のの， Zこの技に挑戦する選手は殆どいない. 之れは新

採点規郎における第2空中局面から着地にさ臣るまでの

姿勢減点が大きいことによるものと考えられる.ひね

り系の技も女子では21/2ひねりが現段階での最高難

度であるが，男子の難度表では第2空中対衝での2回

宙返りや3図ひねりの技も承認されている.

授の開発には限界もある+しかし，その開発を支え

るーっとして競技器具の東なる改良と進化があり，採

点規則もその環境を大きく左tiする.現在，男子の競

馬の高さは135cm，女子は10cm低い125cmである女了ゐ

は男子に比べて体格的に劣るものの，これからの女子

については器具の5c血アップ，もしくは男子に喰ずる

高苫の実現とともに難易度の高い技については採点
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サイドステッブ的動作分棋に関する資料

…第1歩闘の踏み出し童書昨の臨離に着目して一

縄問亮太1) 前田明2)

The data about an analysis of side steps move臨 ent
A note on the di醒tanceof a first自tepmovement 

Ryota NAWATA1) and Akira MA日DA2)

1 緒言

スポーツにおいて，状祝に応じて素早く移動するこ

とは主重要である.特に球技スポーツにおいては，前

後方向だけでなく，左右方向を含めた様々な方向へ素

早く移動する能)Jが求められる.素早く移動する能})

に隠して，陸上競技において走動作のスタートダッシ

横方向への移動のメカニズムが明らかとなることは有

益である.

そこで，本研究は横方向への移動に闘する資料とし

て，第1歩自の踏み出し動作に着目し，踏み出し距離

が動作に及ぼす影響において床反カデータを用い，資

料として提示する.

ユにおける動作分析が多く報告されている1，:0 しかし 2.方法

ながら，前方向ではなく横方向に関しての報告はほと

んどない Zこれまで，横方向の移動に関する研究はサ り被験者

イドステッブ動作を対象I;:l皇学療法の分野でいくつか 被験者は健常なK大学男子大学生1名とし，本研究

報告がされている サイドステッブ動作におけるステ の動作遂行に支隙のない者とした.なお，実験の包的

ッブ長に関して，移動距離を長くするには，下肢の停 と趣旨を説明した上で，被験者から参加の同意を得た，

援選動による推進力の重婆性を報告したよで，ステッ

ブ長の増加には高いパランス能力が必要であると指摘

している幻.また，高齢者を対象としたサイドステッ

ブ動作とパランス能力との関係性において，最大サイ

ドステッブ長は側方への動的バランスの指標として有

馬であるZ:とを示唆している'"また，スポーツ選手

を対象に反応時間課題条件下のサイドステッブスピ-

Fの能力を測定する研究では，競技レベルにおけるス

ピードの違いは視覚刺激に対する中枢処理時間の差に

依存するものでなく，キック脚の筋力・筋収縮速度

やスキルの濃いによって生ずるととを示唆している到

しかしながら，横方向への移動に関する資料は少なく，

詳細な動作分析は行われていない.また，スポーツに

おいて，様方向への移動を素早くできることは，パフ

ォーマンスに影響することが考えられる.そのため，

1 )九州共立大学スポー?学部
2)腿屋体育入学

2)実験霊童技

(1)基本条件

実験試技は，開始姿勢から右方向に右足のi歩の踏

み出し動作とした.開始姿勢は関脇立位で，足編は車車

果義的MD)の50%の長さと規定した会また歩踏み出す

1歩の繍は50%SMDとし，その基準は足部外側縁とし

た.試技は被験者に音信号を与え，それに反応してl

歩を踏み出すようにさせた.なお，膝関節は屈曲しな

いように伸展させた状態で行わせた この際 1歩の

婚が明らかに条件とは異なる場合はやり穫しさせた.

また，開始は雨脚均等加重からで，終了も雨脚均等加

盟までとした 商郷均等加重量は，撮影中にリアルタイ

ムで表示される床反カの値で確認した.なお，上肢の

影響を制限するために両手は緩に置くように指示した.

1) Kyushu Kyonlsu University Faculty of Sports Science 
2) National Ins首相teof Fi出essand SpoTts in K担 oya
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これを本研究では，基本条件(R50%)とする.

(2)距離条件

距離条件は，基本試技に比べ，踏み出す距離を

50%SMDから75%SMDに延長した条件(R75%)である.

3)測定項目

測定は2枚の多分析フォースプレート(以下FP1と

FP2， Kistler Cor.)を用い，床反力を1000Hzで測定し

た.

4)プロトコル

まず，実験前に十分なウォーミングアップを行なわ

せ，実験試技の状況下で何度か練習を行ってもらい，

実験試技に慣れさせた.次に 2枚のFP1とFP2に各

脚が乗るように開脚立位で構えてもらった.被験者に

は床反力が均等加重になるように教示し，試技を行っ

てもらった.被験者に，音信号を提示し，音に反応し

て試技を遂行してもらう.なお，被験者には最大努力

でできる限り早く動作を遂行するように指示した.測

定は，各条件6回をランダムに行った.

5)分析項目

分析項目は，鉛直方向の床反力データとした.その

床反力データを基に，移動方向の脚の離地から接地ま

でをパフォーマンス時間と規定し，それらを指標と

して用い，基本条件と距離条件で比較した.離地は

移動方向のFP2の地面反力が0になった時点で，接地

はFP2が0から正の値が出現した時点までと定義した

(Fig.l). 

1200 

1000 ・・stepleg(FP2) 

800 

Z 包0600 

400 

200 

。

3.結果

1 )基本条件と距離条件の比較

基本条件におけるパフォーマンス時間は， 287士

15msecであった.距離条件におけるパフォーマン

ス時間は， 358:t 19msecであった.基本条件に比べ，

距離条件の方がパフォーマンス時間において長かった

(Tablel). 

Tab1巴1.Comparison of peformance between R50% and 
R75% (msec) 

n=l 

1st 

2nd 

8rd 

4th 

5th 

6th 

ロ1巴an

s_d 

ratio 

4. 考察

R50% 

267 

274 

281 

294 

800 

805 

286.8 

15_1 

100_0% 

1)踏み出し距離の影響

R75% 

882 

846 

854 

859 

876 

882 

858.2 

18.6 

124.9% 

パフォーマンス時間は基本条件に比べ，距離条件の

方がパフォーマンス時間において長かった.これは，

踏み出し距離がパフォーマンス時間に影響を与えてい

ることが考えられる.サイドステップ長の増加に対応

し，下肢の屈曲および伸展運動による推進力を得て

いることが報告されている3)が，競技パフォーマンス

としては，素早く移動できる能力が求められる.その

ため，サイドステップ長の増加，つまり移動距離の延

長に伴うパフォーマンス時間の延長を短縮することを

課題に取り組むことが必要であると考えられる.また，

踏み出し距離がパフォーマンス時間に影響を及ぼすこ

とが示唆されたので，床反力から求めたパフォーマン

ス時間を，指標の1つとして採用できる可能性も考え

られる.

2)今後の課題

本研究は，横方向への移動における第1歩目の踏み
-500 250 250 500 750 

1000 出し動作を移動距離が及ぼす影響について検討したが，

Fig 1. GRF data on FP1 and FP2 about R50% 他にも移動方向や移動姿勢がパフォーマンス時間に及

ぼす影響も追加的に検討し，パフォーマンス時間に

どのような因子が影響しているのかをKinematicsや



サイドステップの動作分析に関する資料
第 1歩闘の踏み出し動作の距離に着目して

Kinetlcsの観点からの明らかにしていく必要があると

考えられる.また，横方向への移動の代表的なサイド

ステップ動作では，目的の方向に片方の脚を踏み出す

動作から，もう片方の郷を引き付ける動作が必要であ

る.そのため，踏み出し動作に加え，引き付け動作も

重ねて検討することで，サイドステッブ動作のバイオ

メカニクス的な知見が得られ，様方向への素阜い移動

を可能にするメカニズム安明らかにできると考える.

5.結論

横方向への第1歩自の踏み出し動作は，踏み出し距

離が長くなるとパフォーマンス時間も長くなる可能性

が示唆された.
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fアゼスパ輔開jサボーター碍ゲーム観戦における享費離蟻

深田忠徳事

The Enjoyment in watching the game by “AVISPA FUKUOKA" 
畠upporter昌

T呂danoriFUKADA事

はじめに

アピスパ福岡のホームスタジアムである「レベルフ

ァイプjにおいて熱狂的なサボーターグループが存夜

する ホームA自由席に陣取る「ウルトラ・オブリj

{以下. rオブリjと絡する}である.被らは，他の
サボーターグループを凌駕し，その圧倒的存在感でア

ピスパ福岡の応援を煽動する 彼らは応援という相互

的行為を滋してサッカー観戦を享受している.

本研究では，アピスパ福腐のサボーターグループ

「オブリjに着目し，彼らがスタジアムでの互恵約営

みにおいて生成される相互的機係性を「アピスパ福

岡jホームゲームでのフィールドワーク及び「オブ

リjサボーターへのアンケート調査によって考察し，

「サボーター研究jの A資料とすることを目的とする.

方法

アンケート調査は. rオブリJのリーダーが主催す
る「アピスパ福間サボータ-AWARDSJにおいて実

施した.実施日は2007年12月昌日.質問紙配布数は

74，有効回答は鵠であった質問紙では. rメンバー
問土の関係性J，r応援パフォーマンス時の意識・態
度J，r地域への帰属意識jに分類し調査を行った.

結果及び考察

リメンバー同士の関係性

①サボーター活動の捗加経緯からみた事受形態の多

様性

まず， rオブ、リに参加したきっかけjについては，
f福闘にブロサッカーチームができたから (30代，

約九州共立大学兵ポーツ学部

必殺)J. rアピスパをサポートしたいから (20代，
男性)J ， rサッカーが好色福岡が好き，織り上げ
たい (40代，持性)J， rホームA席を見ていて楽し
そうだったから (20代，火性)Jとそれぞれの経緯

は様々である，さらに. rオブリに参加することの
メリットjについては「体感などの日常生活では

味わえない快感が味わえる (30代，女性)J， rアピ
スパのコミュニティーに加われる (40代，男性)J. 
「仲間が培え情報交換や交流が出来る (40代，女

性)J. rD寄ったときの達成感がちがう (20代，男
性)Jとそれぞれのメンパーの享受形態が多種多様

であることが伺えるー

②サボーター同士の一体感

サッカー経験の有無，オブリの活動に従事した年

数.一緒に観戦に訪れた仲間の存在等々が観戦する

際に影響を及ぼすZことは明れであり，メンパーそれ

ぞれのサッカーに対する観戦形態は質的差異がある

と言えよう しかしながら，彼らはゲーム中におけ

る様々な場面に応じて互いに共鳴したり，歓喜のあ

まり激昂状態にまで至ることもある“そのような過

程のなかで，彼らは他者との相互的関係性を構築

していく， rオブりの一員として応援することの魅
力jについては， rサボーター悶土の一体感を感
じられるJ29%， rみんなでー絡になって騒げるJ
25%. r一人で応援するより盛り上がるJ21%，と
サボーターグループとして他者との紐帯において共

に応援するととに磁力を感じている 他方. r白分
をさらけ出せるjといった自己を中心とした享受形

態は，全体の5%であった.

*) K戸lshuKyorttsu U副.versityFaculty of Sports Science 
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サポータ一同土が互いに溶解していく場面は様々

なシーンで起こりうるが とりわけゴールシーンに

おける彼らの感情的発露はスタジアム全体を興奮の

市塙へと誘う.図1で示すように「得点場面ではサ

ポータ一同士の一体感を感じますか」の質問に対し

て「非常に感じる」と回答した者が全体の約80%を

占める.サポーターにとってサッカー観戦における

ゴールシーンは，自己の感情的発露とともにメンバ

一同土の共有体験を通してオブリメンバーとしての

一体感を醸成するものであるといえる.

(出)
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ー 図l 得点場面における一体感

また，オブリの活動を通して形成されるメンバー

聞の一体感が互いを「身内」と感じるようになる.

「スタジアムにおいて知り合いになったメンバーの

有無Jについては，全体の91%が知り合いになった
メンバーの存在を認めている.さらに， Iオブリの

メンバーに『身内』意識を感じますか」という質問

に対して「非常に感じるJ， I少し感じる」と肯定

的な回答が全体の67%を占めた(図2，参照).この

ような関係性構築に寄与しているのは，何も応援活

動だけとは限らない.

(出)
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彼らの応援準備はスタジアム開門と同時に始まる.

忠徳

スタンドにはパンデーラを垂れ流し，選手やチーム

の横断幕とともに「オブリJ独自の横断幕をスタジ
アムに掲げる.また，ゲーム終了後の清掃も自らが

行う.興味深いことは，そのような作業の担当や当

番などは明確に定められておらず，メンバーの自主

性を拠り所にしている点である. そういった活動

を通して，互いの協同作業がもたらすメンバー聞の

関係性はより一層深まりあるものへと転じていくの

である.

2)応援パフォーマンス時の意識・態度

①戦術的展望に沿った観戦形態

オブリのメンバーは，ゲーム開始から一気にヒー

トアップしていく.独自で作成した応援歌を歌い，

手を振り上げ，飛び跳ねる.なかでも，彼らが[コ

アJと呼ぶ，オブリのリーダーを取り囲んだ中心的
位置は，そのパフォーマンスも過激になる.縦に揺

れるだけでなく，横にも激しく動き，時にはパンデ

ーラを支えにして手すりに上がり応援を一層盛り上

げようと他のサポーターを煽る.彼らのそのような

そぶりは，一見，自己の感情に身を委ねたまま応援

パフォーマンスを楽しんでいるように見受けられる.

(出)
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図3 ゲーム展開Lこ応じた戦術構成

しかしながら，彼らは戦略的展望を付帯しながら

ゲームを観戦し享受している. Iゲームを観ていて

その場に相応しい戦術を頭の中で構成することがあ

りますかJの質問には， I非常にあるJI少しある」
と72%の肯定的意見が得られた(図3，参照).さら

に， Iゲームの流れの中で『ここはさらに声を出し

て盛り上げないといけない』と感じるときがありま

すかjの質問には， I非常にあるJI少しある」と
92%もの肯定的意見が得られた(図4，参照).との

ことより，オブリのメンバーは一定の応援パフォー

マンスを継続しているだけでなく，ゲームの展開を
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先読みしながら，自己のサッカー観においてゲーム

を分析して，個々がそれぞれに抱く戦術的観点から

ゲームを観戦している.その戦略的展望に立った見

方が，絶えず変化する状況のなかでも，その場面毎

の展開に応じて応援パフォーマンスにも変化をもた

らすのである.

(出)
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図4 ゲーム展開に応じた応援形態

②プレーヤーとの関係性

オブリのメンバーがスタンドで発する応援歌やコ

ールは，プレーヤーへ自らの気持ちをストレートに

伝達するためのツールとしてその機能を果たす.彼

らは，ピッチ上で全力を出して戦うチームやプレー

ヤーのことに想いをめぐらし，そこで喚起される感

情をラブソングにして披露する.そういった彼らの

行為は，プレーヤーと彼らとの「距離の縮小」を明

示している.

彼らの特定のプレーヤーに対するコールについて

「ご自身の声援がプレーヤーへ届いたと感じること

がありますか」の質問には， I非常にあるJI少しあ

るJと肯定的な意見が約60%であった(図5，参照).
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図5 プレーヤーへの声援

さらに「声援が届いたと感じた状況」について

は「プレーヤーが良いプレーをした時 (20代，女

性)J， I苦しみながらも必死に走る姿を見た時 (10

代，男性)J， I応援していてその選手がゴールを
決めたとき (20代，女性)J， I声援によってライ
ンから出そうなボールに追いついた時 (30代，男

性)Jと回答している.つまり，彼らは自らの応援

歌やコールがプレーヤーを後押しし，それがプレー

ヤーのパフォーマンスに影響を及ぼすと考えている.

確かに彼らの応援形態をスタンドから観察すれば，

応援歌やコールがゲームのテンションを左右してい

るといえる.しかしながら，彼らの声援がプレーヤ

ーの全てのパフォーマンスに効果的に作用するとい

うことは想像に難しい.従って，オブリのメンバー

は自己の想いを応援歌やコールという形にしてプレ

ーヤーやチームを鼓舞し，自らがゲームに参加する

ことによってゲームコントロールを可能にしている

という観点からサッカー観戦を享受していると考え

られる.

3)地域への帰属意識

①応援による地域アイデンティティの形成

アビスパ福岡が攻勢な状況になると，スタンドで

は「オイッサ，オイッサ」の掛け声を大呼する.これ

は，博多の伝統神事「博多祇園山笠jで山を担ぐ男

達が発する掛け声である.博多特有の掛け声が，サ

ッカーのゲーム中にも沸き起こることによってサポ

ーターのエキサイトメントは高揚していく.そのよ

うな応援を通して，彼らの地域アイデンティティが

醸成されていくこともサボーターとしてのひとつの

醍醐味であろう.

Irオイッサ!.1や『博多の男なら一気持をみせ
ろー…』といった『オブリ』の応援からご自身が

『博多っ子』であるととを感じますか」の質問には，

I非常に感じるJI少し感じる」と肯定的意見が全

体の約80%を占める(図6，参照).博多・福岡とい

う地域性を盛り込んだ応援は彼らの得意とするとこ

ろでもあり，そのことによって自己のアイデンティ

ティを確立していくと考えられる.

(国)
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②地域性を媒介にしたプレーヤーとの関係性

また，自らを「博多もん」と位置付ける意識は，

メンバ一間だけではなくプレーヤーにも波及してい

く. I福岡出身ではない選手がアビスパのユニホ

ームに袖を通したらその選手を『博多の男』とし

てみなし応援しますかJの質問には， I必ずそうす

るJI多少そうする」と肯定的意見が90%にも及ぶ

(図7，参照).さらに， I将来的には，全ての選手

が九州出身者で構成されたアビスパを観てみたいと

いう願望がありますかjの質問に対して「非常にあ

るJI少しあるJと約80%の肯定的意見が得られた

(図8，参照).このことから，オブリのメンバー

は「福岡」あるいは「九州Jという枠組みのなかで
自己の地域アイデンティティの確立を図りながら，

プレーヤーに対しても自らの領域に取り込もうとす

る意識において， I地縁」関係で結ぼれた関係構築

を求める.

「地域への帰属意識」に分類して，彼らがゲーム観戦

を享受する際の意識や態度を明らかにした.しかしな

がら，彼らの相互作用がもたらす関係性構築のメカニ

ズムについては考察が及んでいない. ここに彼らを結

びつける「組織の基本原理Jを探求する必要性が生じ
てくる.

したがって，今後の研究では，互いの相互行為を通

して構築するサボーターの関係性の様相を日本中世

からの文芸であった俳譜連歌にみる「連なりJ(田中

[2008]) と対置して， Iオブリjがスタジアムにおい

て生成する場のダイナミズムを考察する.

その「連なり jのなかで「述語的統合J(西田

[2003]，長尾[1960]，鈴木[1977]) を媒介として自

己を形成する彼らの享受スタイルに着目する.さら

に， IオブリJの組織については，年齢・性別・職業

に影響されない水平的な「ネットワークJ(朴[2003]，
池上[2005]) を構築して，開放性と流動性が内在し

た「弱い紐帯が持つ強さJ(M.グラノヴ、エター[1973]，

鹿又[1991]) を付帯していることを考察する.

探i田60 

西田幾多郎(1927) 西田幾多郎全集4，岩波書庖

長尾訓孝 (1960) 西田哲学の解釈，理想社

鈴木亨 (1977) 西田幾多郎の世界，勤草書房

田中優子 (2008) 江戸はネットワーク，平凡社

Granovetter，Mark S[1973] :“The Strength of Weak 

Ties." American Journal of Sociology，78:1360-1380 

，野沢慎司(編) (2006) リーディングス

トワーク論，勤草書房

鹿又伸夫(1991)弱い組帯の強さ 社会関係のネ

ットワーク，小林淳一・木村邦博(編考える社会

学，ミネルヴ、ア書房

池上英子 (2005) 美と礼節の紳 日本における交
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今後の展望ーまとめにかえて一

本研究では，アビスパ福岡サボーターグループで

ある「オブリ」に焦点を当て，彼らの相互行為を中

核としたメンバー聞の関係性を考察し， Iメンバ一同

士の関係性J，I応援パフォーマンス時の意識・態度J，
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ハンドポール韓技におけるウイングプレイヤー的プレイ特牲に関する研究

~ゲーム中におけるウイングプレイヤーの攻襲方法・生起率1:::着目して~

山下純平本

Characteristic of wing player in handbaIl gam出
-Focusin富onth記針路時四ri畠tionand frequency in酔盤告書一

Junpei YAMASHITA* 

緒雲

ウインゲプレイヤーとは. r組織的な足立撃において，
攻撃の先繍に位鐙し.攻撃の両サイドで行動を泉たそ

うとするプレイヤーJOのことである.日本において
はサイドプレイヤーと称されるとごとが多い. Zこれまで

主に，シュートの技術特性に闘する研究2-3}や，個人

の攻撃能}jに関する考察到など個人戦術の戦術的思考

力，技術力に関する研究が行なわれてきたが，とれら

はボール保持特におけるプレイ (1対L シュート)

に隠する研究であり，ポー}v非保持時におけるプレイ
や，チームメイトに対する支援プレイなどの個人戦術

に韓暮して研究されたものはあまり見られないa

Zo1tanはl官官3年に国際ハンドボール連盟の

rproiect PlayIng HandballJというプロジェクトに

より rPLAYINGHANDBALL -A COMPREHENSlVE 

STUDY OF THE GAME-Jという400ページにも及

ぶ詳織なマニュアルを作成した.之のマニュアルは，

包括的なハンドポールゲームの研究の成巣として佼横

付け，先進の選手になろうとする初心者プレイヤーを

ターゲットi乙ハンドボールの背景から，技術と戦術，

各年代におけるコーチングに筆るまで，それぞれが詳

細に書かれている その国際的に一般的とされている

マニュアルでは，ウイングプレイヤーは「戦術的な2

つのプレイヤータイプに区別することができる:①コ

ーナに位置取り，常1;::的磯な得点チャンスを待ち，シ

ュ…トに集中するタイプ②ブロックやポジションを変

化するために，ディフェンダーの前方または後方を走

事}九州共立大学スポ}ツ学事事

り込み，チームの共同作業に賞献するタイプjと述べ

られている.つまり，ウイングプレイヤーは，単に得

点することだけぜなく，チームメイトに対する支援プ

レイに対しても，ボール保持，非保持に潤わらず，重

要な役割を担うことができると考えられている 従っ

て. Zoltanが述べているZつのタイプの後者のタイプ

である，チームメイトに対する支援プレイなどの錨人

戦術に関する研究資料を得ることは，ウイングプレイ

ヤーのプレイ特性を知る上で必要不可欠であると考え

られる，しかし，前述した遂容，ポール非保持時にお

けるプレイは，ウイングプレイヤーのプレイ特性を知

る上ゼ必要であると考えられるにもかかわらず，あま

りその研究が凡られない.その理由としては以下の課

題があるためだと考えられる.ボー}v非保持における
プレイの主な目的は，自身のポール保持時におけるプ

レイにおいて，相手防御に対し優位な状況を確保する

ために行う準備活動，または，味方プレイヤーのブレ

fの支援活動であると考えられるe つまり，ボール非

保持におけるプレイは，格手及び味方プレイヤーとの

対応動作であり.llっその結果がスコアヒ1;::記録され

るZことがないプレイが多く，そのプレイは自身と相手

の状況によって，その婆践が複雑に絡み合い構成され

るものと考えられるので，その有効性を検証するため

には，評価基準の設定が必要であり，その基準を設定

するためには幅広い観点から研究を行う必婆があると

考えられる.

そこで本研究では，ボール保持待のプレイ及び，ボ

ー}v非保持侍におけるプレイを分析，評価するために，

場前)Kyushu Kyori1.Su Univer温ityFaculty of Sports Science 
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ゲーム中のウイングプレイヤーの行動を観察すること

によって，ゲーム中のウイングプレイヤーがどのよう

に攻撃を行い，そしてどの程度攻撃の最終局面に関係

しているのかを研究の基礎段階として調査していき，

ウイングプレイヤーのプレイ特性を検討していくため

の今後の研究の一資料とすることを目的とした.

中から組織的な攻撃においてウイングポジションで活

動し，且つサイドディフエンダーである4選手が出場

している試合の中から7試合(内1試合は2選手分析)

を選択した.選択した試合は，試合の重要度，相手チ

ームの防御形態を考慮した (Tablel) • 

2.分析項目

ゲームを分析するために分析項目を設定する必要が

ある.本研究では，ウイングプレイヤーの攻撃方法，

1 .標本にした試合 そしてその生起率を求めた.攻撃局面の概略につい

標本は， 2007Men's Wor1d Championshipの試合の て A攻撃局面・防御形態の状況 B最終プレイエリ

ア Cボールの保持状況 D最終プレイの種類 Eシ

Tablel.標本にした試合，対象選手 ュートの分類 F総攻撃回数 G攻撃局面・防御形態

方法

defence 
player position トイeight Weight game scare 

system 

POL-RUS 28-27 5-1 
JURASIIくMariusz RW 192 92 

POL-GER 24-29 6-0 

POL-GER 24-29 6-0 
KEH RMAN N Floria門 RW 186 85 

GER-ESP 27-25 3-2-1 

DEN-RUS 26-24 5-1 
CHRlSTIANSEN Lars LW 182 85 

DEN-POL 26-26(33-36 6-0 

GER-FRA 21-21(32-33) 6-0 
GUIGOU Michael LW 179 78 

FRA-CRO 21-18 3-2-1 

Table2.分析項目とその説明

別の攻撃回数，以上7項目を分析項目に定めて分析し

た.また，ウイングプレイヤーのプレイで最終局面以

外のプレイ(中継プレイや基本的な位置取り)をビデ

オ観察し，記録した.これらの分析項目をTable2に

まとめて詳しく示した.

理日 項目の説明とその分類
E下の6項目こ分類

Eディフェンス組揖前ディフェンス全員が自身のディフェンスポジションヘ震りきっておらずシス子ムとして組織化出来てし城、い枝況(速攻)
216-0 

A局面tt現・防御形態 ~5-1. 3-2-1 
4量的有利組織的な攻撃時(遅攻)でのプレイヤー由退場による教的有利な技罰(例6対5.6対4)
E量的不利組範的立攻撃時(遅攻)でのプレイヤの退場による教的不甲な拭現(例5対6.4対6)
Eその他

Bプレイ工')7
以下の10項目L分類
ila (<!b (3)， (4)<1 (5). I蹄f0). (8)h (9)i Q~j 詳し くはFi.1Iこ示した

以下の2項目に分類
Cポールの保持状担 1保持

Z非梶持ポジションを歪ltさせ味方プレイヤ の量轄攻撃のアシストをしたlI;浬ポジションチェンジアシスト)
以下の3項目に分類

Dプレイの種類
。〉ンュト
②アシストパス
吾子ウ 力Jレミス
以下の5項目に分類
1サイドシュ ト

Eシュト拭現
②ポストシュ ト
⑨ディスヲンスシュ ト
事突破

I@EBワンマン連現4

F韓壇撃回数
本研究ではJ相手に攻撃権が移った時点で攻撃回数を力ウン卜した
l例シュト司槽点・・・攻撃成立力ント ンユ ト司lパン，-再攻撃・・・攻撃継続1力ントlJJい

G局面拭jJl・防御時睦~I. の攻撃回数 え局面状現・防御市置の6ll目それぞ札について韓攻撃田教を力ウントた

ピデオ観璽 |量襲攻撃に関慌rぃプレイ(中睡ブレイや基本的な世置取りを観暫し記録した
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Figl.最終プレイエリアの区分

3.データの抽出

DVDを利用してビデオを観察し，独自に作成した

記録用紙にデータを記録した.次にMicrosoftExcelを

利用して分析した.

4.データの処理方法

適合度の検定より，分析した試合に有意差がないこ

とを確認した上で，各分析項目について比率を求めた.

5.分析の一致度の検討

分析項目の客観d性をチェックするためにハンドボー

ルのプレイ経験があり，ハンドボール競技のビデオを
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見慣れている2名がそれぞれ1試合ずつ著者と同じ分

析を行った.そして一致率(=一致数/(一致数+不

一致数))を求めた.

結果及び考察

1.分析の一致度

分析結果の一致度は， 96%であり，十分な一致度

が得られた.

2. ウイングプレイヤーのプレイの生起率

ウイングプレイヤーのプレイの生起率をTable3に

示した.ウイングプレイヤー1人のプレイの生起率は

21%を示した.また，ウイングプレイヤーのプレイ

における最終プレイ及びシュートの状況の生起率を

Table4に示した.サイドシュートが最も生起率が高

く，次にパス及びポジションチェンジによるアシスト

プレイ，テクニカルミス， FB(ワンマン速攻)，ポスト

シュート，ディスタンスシュート，突破の順であった.

攻撃の最終局面におけるウイングプレイヤーのパスや

ポジションチェンジアシストプレイは， FB (ワンマ

ン速攻)より多く， この結果はパスやボール非保持時

のアシストプレイについての研究の必要性を示唆する

結果となった

Table3.各試合の分析結果

チーム 出場時 個人
生起率 組織前 6-0 

5-1 数的 数的
その他game 

総攻撃回数 総攻撃回数 プレイ数 3-2-1 有利 不利

POL-RUS 53 44 10 23目 8 。 23 7 4 2 
POL -GER 63 63 15 2~目 19 38 。 5 。
POL -GER 62 62 9 15% 13 42 。4 3 。
GER-ESP 48 45 18 40目 11 。 25 4 4 
DEN-RUS 56 56 10 18百 15 。 29 5 7 。
DEN-POL 52 52 7 13% 5 31 。6 8 2 
GER-FRA 47 47 4 9% 7 32 。5 2 
FRA-CRO 50 50 13 26目 7 。 35 7 。
総計 431 419 86 21目 851 143 1121 39 34 6 

Table4.最終プレイ及びシュート状況の生起率

最終プレイ プレイ数 (n) 生起率 シュートの状況 プレイ数 (n) 生起率

シュー卜プレイ 511 (86) 59首 サイドシュート 311 (51) 61目

パスプレイ 111 (86) 13首 ポストシュート 51 (51) 10% 

ポジションチヱンジ
131 (86) 15叫 ディスヲンスシュート 51 (51) 10% アシストプレイ

テクニカルミス 111 (86) 13首 突破 11 (51) 2唱

FB(ワンマン速攻) 91 (51) 18% 

3.局面状況，防御形態別のプレイの生起率

局面状況，防御形態ごとのプレイの生起率の結果を

Table5に示した.この結果には，相手がディフェン

スを組織する前や5-1，3-2-1防御形態のようなト

ップデ、イフェンスが配置された場合，退場が伴った場

合に最終プレイに多く関係し， 6-0防御形態の場合あ

まりプレイが多くないことが示された.

Table5.局面状況，防御形態ごとのプレイの生起率

局面状況・ ウイングプレイ チーム総プレイ
生起率

防御形態 ヤープレイ数 数

組織目IJ 30 85 35% 
6-0 12 143 8% 
5-1，3-2-1 27 112 24% 
数的有利 8 39 21% 
数的不利 8 34 24% 
その他 6 17% 
~念言十 86 419 21% 

1 )ディフェンスの組織前

最終プレイ及びプレイエリアの結果をTable6に

示した.生起率について，片側のウイングプレイヤ

ーで35%を占めるということは，両側で考えると

70%をウイングプレイヤーが占めていると予測さ

れる.本研究のウイングプレイヤーはサイドディフ

エンダーであることから，自チームがボールを獲得

した時に攻撃が集中する中央のディフェンダーより

早く攻撃に転じることができ，攻撃の第1波として

速攻の先頭を走ることが容易であるということが影

響していると考えられることからディフェンスの組

織前のプレイ数が多いと考えられる.

Table6.ディフェンスの組織前における各項目の生起率

最終プレイ プレイ数 (n) 生起率 プレイエリア プレイ数 (n) 生起率
サイドシュート 81 (3D) 27% a 91 (30) 30首

ポストシュート 31 (30) 10% b 01 (30) 0首

ディス9ンスシュー卜 11 (30) 3百 c 11 (30) 3首

突破 01 (30) 0百 d 21 (30) 7首

FB(ワンマン速攻) 91 (30) 30唱 e 21 (30) 7首

アシストパス 51 (30) 17略 11 (30) 3首

ポジションチ乙ノジアシスト 21 (30) 7% E 11 (30) 3首

テクニカルミス 21 (30) 7目 h 01 (30) 日百

104((3300) ) 
0首

47首

2) 6-0防御形態

最終プレイ及びプレイエリアの結果をTable7に

示した.

プレイの生起率の結果には， 8%という生起率の

低さが示されている. 6-0防御形態はフリースロ

ーライン内を積極的に防御するシステムであると考

えられるため，ウイングポジションのスペースが狭

いということと，味方パックプレイヤーがフリース

ローラインより外側のスペースを有効に使ったディ
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スタンスシュートを比較的多く行えることやディス

タンスシュートの効果により，ディフエンダーを引

き出しての裏のスペースを利用したピボットプレイ

ヤーを生かすプレイが多くなるためだと考えられる.

また，最終プレイを見てみるとポジションチェンジ

アシストプレイの生起率がサイドシュートの次に多

い.ビデオ観察より，攻撃の最終局面に直結するポ

ジションチェンジアシストプレイは，ピポットポジ

ションへの移動によるものであった.つまり， 6-

0防御形態に対するウイングプレイヤーは，ピボッ

トポジションへ移動し，ブロックやスペースへ位置

ることと， トップディフェンダーとその後ろのディ

フエンダーとの聞のスペースへの移動のチャンスを

狙っていることの2つの要因のためであるからだと

考えられる.スペースへの移動のチャンスを狙った

時，コーナー側に位置取った場合，スペースまでの

距離が遠くなるため，タイミングを取るのが困難に

なることが関係していると考えられる.しかし，ア

ウトナンバーが発生した場合，状況に合わせてコー

ナー側に位置取りゴールキーパーライン側へ跳躍し

角度を確保しやすい状況を作っていた.

取ることによって，パックプレイヤーのディスタン Table8.5-1， 3-2-1防御形態における各項目の生起率

スシュートのアシストを狙っていたと考えられる.

また，基本的な位置取りは，コーナー側に留まるこ

とがなく，ウイングポジションの範囲で位置取りを

状況に合わせ変化させていた.そして，必要な時に

近いパックプレイヤーに対して中継プレイを行って

いた.

Table7.6-0防御形態における各項目の生起率

。首
8首

0% 。首

8% 17首
33% B百

0% 8百

0百
。首

3) 5-1， 3-2-1防御形態

最終プレイ及びプレイエリアの結果をTable8に

示した.

プレイの生起率の結果には， 6-0防御形態より

高い生起率が示されている. 5-1， 3-2-1のよう

なトップデ、イフェンダーが配置されたシステムは，

ウイングポジションのスペース及び相手ディフエン

ダーの聞のスペースが6-0防御形態より広いため，

ウイングプレイヤーがそのスペースを利用すること

が適当であるからだと考えられる.最終プレイの結

果もポストシュートやディスタンスシュート，アシ

ストパス，ポジションチェンジアシストプレイとい

うように6-0防御形態に比べ積極的な攻撃参加を

見ることができる.また，ビデオ観察より基本的な

位置取りは，ほぽフリースローライン側であり，必

要な場合フリースローラインの外側まで移動し中継

プレイを行っていた.これは，バックプレイヤーに

対するトップディフエンダーによるパスの制限があ

最終プレイ プレイ数 (n) 生起率 プレイ工I)Jプレイ数 (n) 生起率
サイドシュート 61 (27) 22目 a 71 (27) 26% 

ポストシュート 21 (27) 7% 31 (27) 11目
ディスヲンスシュー卜 21 (27) 7% c 41 (27) 15% 

突破 01 (27) 0% 01 (27) 0% 

アシストパス 51 (27) 19目 e 71 (27) 26% 

ポジションチ乙ノジアシスト 91 (27) 33目 31 (27) 11% 

テクニカルミス 31 (27) 11目 E 31 (27) 11% 

。 (2277)) 0% 
。 ( 0% 

4)数的有利状況

最終プレイ及びプレイエリアの結果をTable9に

示した.

プレイの生起率は5-1，3-2-1防御形態と同

様に6-0防御形態より高い生起率が示されている.

これもスペースが広い理由が考えられる.しかし，

最終プレイを見てみると，サイドシュートの生起率

が100%であった.数的有利状況ということは，最

初からアウトナンバーが出来ている状況なのでポジ

ションを変化させることにより，スペースを確保す

る必要がそれほど重要ではないからだと考えられる.

ビデオ観察においても基本的な位置取りは，コーナ

ー側に留まっていることが多かった.

Table9.数的有利状況における各項目の生起率

最終プレイ プレイ数 (n) 生起率 プレイ工I)Jプレイ数 (n) 生起率
サイドシュー卜 81 (8) 1001 a 81 (8) 100目
ポストシュート 。 (8) 01 b 。 (8) 0% 

ディス告ンスシュー卜 。 (8) 01 c 01 (8) 。目
突破 01 (8) 01 d 。 (8) 0% 

アシストパス 。 (8) 01 e 01 (8) 。目
ポジションチ£ノジアシスト 。 (8) 01 。 (8) 0% 

テクニカルミス 。 (8) 01 E 01 (8) 。目
h 。0 ((881) 

0目
。目

5)数的不利状況

最終プレイ及びプレイエリアの結果をTable10に

示した.

プレイの生起率は数的有利状況と同様な結果であ



ハンドボール競技におけるウイングプレイヤーのプレイ特性に関する研究
~ゲーム中におけるウイングプレイヤーの攻撃方法・生起率に着目して~ 65 

った.これは，味方の人数が相手より劣っていると

いうことでポジションの変化や，大きな移動を伴う

ような中継プレイによって攻撃のスペースを確保す

る必要があるからだと考えられる.プレイの偏りが

ない最終プレイの結果からも，通常とは違ったプレ

イを選択する必要性が生じたというととが考えられ

る.ビデオ観察からも，同じ位置に留まる事がなく，

常に移動しながらプレイしている様子を見ることが

できた.

TablelO.数的不利状況における各項目の生起率

最終プレイ プレイ数 (n) 生起率 プレイ工IJiプレイ数 (n) 生起率

サイドシュート 31 (8) 38% a 31 (8) 38% 

ポストシュート 。(8) 0% b 21 (8) 25% 

ディスヲンスシュー卜 11 (8) 13% c 01 (8) 0% 

突破 11 (8) 13% d 01 (8) 0% 

アシストパス 01 (8) 0% e 21 (8) 25% 

ポジションチェンジアシスト 11 (8) 13% 。(8) 0% 

テクニカルミス 21 (8) m E 11 (8) 13% 

h 。O((88)) 0% 

0% 

今後の課題

今回は，ウイングプレイヤーのプレイ特性を検討す

るために，ウイングプレイヤーの攻撃方法，生起率を

求めることを試みた.その結果，局面状況，防御形態

によってプレイの特性が違うことや，アシストプレイ

の重要性の示唆を得ることができた.今後は，他のポ

ジションとの比較や，プレイの質的な研究を進めてい

き，ウイングプレイヤーのプレイ特性をさらに深く検

討していきたい.そのために考えられる課題を以下に

示す.

本研究は，ウイングプレイヤーのプレイの特性を検

討するための基礎的な研究として位置付け，選手の個

人の諸徴表に関しては取り上げない方法で一般的なプ

レイに関する分析項目を検討し，分析を行った.しか

し，本来ウイングプレイヤーにはそれぞれに諸徴表が

あると考えられる.また，個人戦術は， Iプレー状況

を合目的的に解決するために，個々の選手が行う具体

的・実践的な行為jであり， Iチームおよびグループ

戦術の単位としてゲーム構想の実現やチームおよびグ

ループの戦術的課題の達成に貢献するものJ5)である.

そして，ハンドボール競技のようなチームスポーツは，

チームごとによってゲーム構想及び戦術的課題が異な

り，その課題達成度の評価基準もチームごとに異なる.

つまり，今回一般的なプレイとして位置付けた分析項

目は，それぞれのチームにおける戦術課題の中に共通

して含まれるー要素として捉える必要があると考えら

れる.従って，今後，ウイングプレイヤーのプレイ特

性を検討していくためには，戦術的課題が明確である

状況での研究も行い，幅広い視点からアブローチする

ことが要求されると考えられる.よって，今後は，ゲ

ーム分析でデータ量を増やしていくことと同時に，著

者自身が戦術的課題を明確にして指導したチームにお

ける事倒的な研究や，得点することが目的であるシュ

ートのような，それ自体の課題が明確である特定の状

況における研究が有用であると考えられる.
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緒

日本におけるアスレティッタトレーナー (AT)の

役割は，スポーツの外傷予防，スポーツ現場における

救急処置，アスレティッタリハビリテーション，コン

ディシ珪ニング，測定と評価{関節可動域の測定や徒

手筋力検査などの測定から導かれる機能評価).健康

管理と組織運営，教育的指導の7つであるとされてい

る1) とれらの役割を果たす為， ATはスポーツの競

技特性の知識スポーツ科学の知識，およびスポーツ

医学の知識が必要不可欠である.また，スポーツ競技

関係者{例えば，監督，コーチ，選手の保護者，チー

ムドクタ一等)と円滑なコミュニケーションを図った

り，信頼関係を築いたりする能力もATには求められ

ている1)

本学は日本体育協会公言語アスレティックトレーナー

の適応コース承認校であり. 2008年に認定されAT教

育に携わっている.適応コース承認校では，日本体育

協会で実施されているスポーツ指導者養成講習会と同

じカリキュラムを履修することが出来，講習や試験の

一部が免除吉れるが，カリキュラムの一環としてl串0

時間の現場実習が課されている そこで本学では，公

認ATの管理および指導の下，本学スポーツ学部E童書

にあるAT)レームにおいて現場実習を行っている.具

体的にはスポーツ学部B鰭の103および104教室を使

用し，月~金曜日{水曜日を除く)の午後4時30分か

ら午後7持部分に実施されているe 平成21年12月現弘

ATを志す骨名の学生が実習に参加しており，スポー

1)九高時共立大学スポ}ツ学部

ツ学部所属の2名の有資格者(日本体育協会公認およ

び全米アスレティッタトレーナー協会公認}が指導を

行っている ATJ!-ームの利用対象者は本学における

運動部に所草草する学生であるため，大学生アスリート

に対する健康面のサポートと競技)J向上の為のアFパ

イスを主な業務としている

これらに加え，先述したようにATの役割には組織

運営と管理も含まれている緬したがって，本学のAT

)1;-ムでの現場実習においては. AT}レームを利用す

る大学生のコンディションおよび症状の記録と管理を

実施することで.ATに課されている組織運営と管理1)

の導入的教育を行っている哩 AT)Vーム利用大学生の

コンディションおよび症状を記録醐管理することで，

トリートメントやリハビリテーションに対する大学生

利用者の反応と変化を客観的に観察する ζとが可能に

なると同時に短期闘中期省長期の各期にわたるゴー

)vの設定が効率的に行えるようになる圃これらはAT
における組織運営と管理の為に重要な事項でありペ

この意義を理解させることがAT教育において必要不

可欠である.

ぞとで本報告では. AT教育の一環として実施され

ているATルーム利用大学生のコンディションおよび

症状の記録の途中経過を公開し，この記録がAT教習

において有する教育的意義，および記録の有効な活用

方法について簡単に考察した.

1)K戸 shuKyoritsu University Faculty of Sports Scien同



他

方 なお，の影響からか，利用者数が少なかった (Fig.2). 

該当期間において，平均10.43名/dayの選手がATルー

ムを利用していた.

300 

裕子井手

本報告では， 2008年12月から2009年11月までの期

間にATルームを利用した本学大学生の記録を集計し

て公開する.利用者数および外傷・傷害発生件数を，

部位別，部活動別，および男女別に報告する.

68 
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本報告における利用者記録は， 2008年12月1日から

2009年11月30日までの期間を対象とした.
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50 2.対象者

本報告における利用者記録の対象者は， ATルーム

の開放時間に，相談・リハビリテーション・トリート

メント等を受けた本学運動部に所属する大学生であっ

2.部活動別利用者数

延べ2009名の利用者を部活動別に見てみると，男

女陸上部，男女バスケットボール部，男女器械体操部

に所属する選手たちの利用頻度が圧倒的に多く，延べ

1490名に及んでいた.これは，利用者全体の約74% 

を占めていた (Fig.3). 

Fig.2 Monthly total number of users at athletic training 
room. 

た.

3.記録内容

利用者記録には， ATルームに来窒した日付， ATル

ームに来室した時間帯，氏名，性別，学籍番号，所属

する運動部，外傷・障害を有する部位， ATが評価し

た結果， ATが施したトリートメント内容等を記入す

る欄を設けた (Fig.I)• 
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Fig.l Sign up sheet for athletic training room users 

3.部位別外傷・障害発生件数と内訳

ATルーム利用大学生の外傷・障害を部位別で見

てみると，膝関節の外傷数が最も多く(延べ588名)， 

全体の29%を占めていた.また，膝関節外傷は男子

Fig.3 Total number of users at athletic training room by club 
team.本Other:women's handball， judo and Am巴ricanfootball. 

果

1.利用者数

該当期間における利用者数は延べ2009名(男子:

975名，女子:1034名)であった.月別利用者数は3

月が267名と一番多く，次いで6月の265名となった.

3月から6月末にかけて多くの大学生がATルームを利

用していた (Fig.2).また 8，9月は本学の夏季休暇

結
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に比べて女子で約2倍であった(男子:184名，女子:404名).膝関節に次ぎ，肩関節 (272名)， 

足関節 (206名)の受傷者数が多く，いずれも女子に比べて男子の数が多かった (Fig.4). 

腰部 (254名)， 

九州共立大学におけるアスレティックトレーニングルーム利用者記録の役割
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Fig.4 Distribution of injuries by body r巴glOn.

a.膝関節

膝関節の外傷・障害のうち，前十字靭帯再建手術後 (ACL術後)のリハビリテーションおよびリコンディシ

ョニングが最も多く，膝関節外傷・障害の88%がこれに該当した (Fig.5). 
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b. 肩関節

肩関節の外傷・障害は，特定のものに偏りはなく，複合的要素を含んだものが多かった (Fig.6). 
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目Recurrentshoulder dislocation 

PostーOP

固 Shoulderimpingement 

日AcromioclavicularJoint sprain 

日Clavicular千racture

固Recurrentshoulder dislocation 

Pre-OP 

回 Recurrentshoulder dislocation 

Conservative 

圃 8ankartle引 O門 Post-QP

回 SuperiorLabrum AnteroPosterior 

lesions Conservative 

Fig.6 The annual number and types of shoulder i吋uries.

C. 腰部

腰椎自体に原因がある外傷・障害(椎間板ヘルニア:43%. 腰椎分離症・すべり症:15%) と，様々な原因

が考えられる腰痛または筋・筋膜性腰痛の 2つのカテゴリーに受傷者が集中した (Fig.7). 

9 2 

108 

固 Herniateddisk 

固 Lowerback pain 

国 Spo n dy I 0 I ist h e 5 i s+ S P 0 n d y 10 Iy s is 

ロOther

• Myofascial Pain Syndrome 

回 Lower+hamstringpain 

Fig.7 The annual number and types of lower back injuries. 
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d.足関節

足関節の外傷は，一般的に捻挫と呼ばれる靭帯損傷(特に足関節外側靭帯)， 

月のリハビリが要求されるアキレス臆断裂術後が上位を占めた (Fig.8). 

および競技復帰まで6~12 ケ

九州共立大学におけるアスレティックトレーニングルーム利用者記録の役割

園 Achillestendon rupture Post-OP 

回Anteriortalo千ibular+Calcaneofibularligament 

spraln 

図Peroneuslongus muscle pain 

回Other

巳Syndesmoticsprain 

回Contusion

白 Peroneuslongus+ Posterior tibialis muscle 

weakness 

圃 Achillestendinitis 

圃 Calcaneofibularligament sprain 

回 Peroneuslongus tendinitis 

ロAchillestendinitis+bursitis 

22 7 

17 

21 

図 Jointcapsulitis 

• Peroneus longus muscle dislocation 

Fig.8 The annual number and types of ankle injuries. 
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考察

本報告では， AT教育の一環として実施しているAT

ルーム利用大学生の記録を公開し， ATルームの延べ

利用者数の内訳を，月別，部活動別，部位別，部活動

による外傷・障害発生件数別および特定外傷・障害別

に見ていった.今回公開した記録は， ATを志す本学

学生に，組織運営と管理における記録の意義を理解し

てもらうことを主な目的としたものであったが，現時

点でいくつかの間題点が考えられる.

まず，これまで行ってきた簡易的な利用者記録では，

個々の大学生における徴候や症状，および主観的・客

観的評価の詳細が不十分であった.次に，利用者記録

のみではAT同士で情報を共有する機会が十分とは言

えず，組織としての共通認識を持つことが難しいと思

われた.さらに，正確な外傷・障害の評価を行う為に

は，対象大学生の既往歴など個々の履歴が不可欠であ

り，現在実施している記録内容ではそこまで網羅出来

ていない.

これらの問題点から，本学のATルーム現場実習

では， 2009年9月から以下に挙げる3つの新しい試

みを導入している. 1つは， SOAP Noteという外

傷・障害評価用紙をこれまでの記録に加えた. これ

は，対象者の外傷・障害を評価する際に用いる手順

である， HOPS (History:問診， Observation:視診，

4.部活動別特定外傷・障害発生数

特定外傷・障害数を部活動別に見ていくと，膝関節

においては女子大学生の受傷者数が多かった(特に，

女子バスケットポールおよび女子器械体操).それと

は対照的に，肩関節，腰部，および足関節では男子大

学生の受傷者数が多かった (Fig.9). 

.Knee 

ロAnkle

園Lowerback 

図 Shoulder

Fig.9 Distribution of particular injuries by club team. 
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Palpat!on:触裁 Special/Stresstest :整形外科的検

費)後記入する記録用紙である.とのSOAPNoteは，

組織としての記録の為や組織内における他のATとの

コミュニケーシ日ンの為に非常に有用である2)記入

項目欄には氏名や年齢だけでなくー Subiective(既設

歴，中島訴等)， Objective (客観的な評価:変形，腫膝

等)， Assessment (解釈，問題抽出入 Plan(トリー

トメント計画〉の4つがあり， AT間で個々の対象者

への現状認識や今後の対策を共有することが可能であ

る8-5) 2つ目として，長期リハビリテーションになる

ことが予想される大学生には，ブログレスノート(経

過記録}を記録するようにした ブログレスノートに

は対象者のリハビリテーションメニューを記入し，リ

ハビリテーション前後の対象者の様子安記入するよう

にした これによって，短期ー中期・長期の各期にお

けるゴールを効端的に設定するととがより促進される

だけでなく， AT間でそれらのゴールを共有すること

が可能になると考えられる叫. 3つ自の試みは，現場

実智後に約1時間のスタッフミーティングを実施する

ことであった.ミーティングでは，その日AT実習を

行った学生が対象大学生の症状，状況，および気にな

ったことを申し送りし，他のATとの情報共有を促す

ようにした.今後のリハビリの改善点や反省点等を互

いに出し合うとと色組織としてより適切な対象者へ

のアプローチが可能になることが期待され.個人の技

最だけでなく組織をどう導いていくかというマクロな

観点からの教育的意義も有するものと考えられる e

これら3つの新たな試みを導入したことでAT問の

共有情報が充実しF 対象大学生の目標や到達点の明確

化が期待され，結果として， AT実習を行う学生から

より良いサービスの提供を引き出すことが可能になっ

たのではないかと著者は感じている.加えてp 情報の

共有によって生じるAT実習学生の組織の一員として

の意識から，組織の構成婆闘である白己への裳求が積

極的に高まることも期待したい.

今後の課題として， A T)I;ームで蓄積在れる記録を

組織内の発展だけに利用するのではなく，所属する遼

動部の霊長督やコーチなどにも適切にフィードパックし，

外傷・障害の再発の防止，運動部のパフォーマンス向

上に役立つ補強情報の伝達などにも活用させていく必

要が挙げられる.その方法は現時点で異体化されてい

ないが，本報告が本学における競技の現場とATの現

場を結びつけるきっかけとなれば幸いである.

参考文献
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National Athletic Trainers' Association. 
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doc出nen同柱。孔凶f).(2010/召1/5アクセス)

3) Anderson M.， Hall S.， Martin M.(2000): Sports 

Injury Management 2nd Edition， L!pp!ncott 

William晶Wilkins，Maryland. 

4) Starkey C.， Ryan J. (2申告2):Evaluation 01 

Orthopedlc and Athlet!c lnjurles 2nd Edit!on. 

F.A. Davis Company， Philadelphia. 

5)財団法人日本体育協会(2007):公認アスレティッ

クトレーナー専門科目テキスト5検査・測定と評

価.日本体育協会.
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1Ll捕共立文学兄ポーツ学部重野究組聾投輔申し合わせ

1 九州共立大学スポーツ学部研究紀粟は本学のス 告 別刷号

ポーツ学部における研究活動の紹介を主主な呂的とす 50部を無料とする.それ以上必要とする場合は，

る. 必要部数を投稿時に委員会に申し込む但し，その

2 f!J行回数は年l回とする.

3 投稿者

投稿者は，本学部の教職員及び教職員の紹介の

分の実費は著者負担とする.

10 との申し合わせに定めるものの他，投稿，編集及

ぴ刊行に関し必要な事項は委員会において決定する.

あった者に限る 11 原稿執筆に関する事墳は別に定める.

4 投稿論文の執筆，提出は論文執筆要項に従い，原

稿はJh!員りとしてワードプロセッサ一等で作成する. 付記

投稿にあたっては，プリントアウトされた原稿2部 この規定は平成18年12月21日から施行する.

とともに電子媒体を添えて提出する E 平成21年2月12日 一部改正

5 原稿の体裁が不適当と2革命えられた場合には，研究

紀要編集委員会(以下「委員会jという.)が原稿

の書き改めを婆求することがある E

6 言語文の内容については，著者が責任をもっ.

7 本研究紀褒に掲載された論文.抄録の著作権は九

州共立大学に帰属する.

昌 単著者が投稿する場合は，原稿を震予嫁体に変換

し著作物として有線送信することの許諾を得たもの

として取り扱う.また共蕃の場合，筆頭著者は共著

者から霞予媒体として有線送信することの許諾を得

て投稿するものとする.
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丸井i共立大学スポー'y学部輔究輯璽論文輯筆要項

平成18年11月21日

スポーツ学部拡大教授会決定

九州共立大学スポーツ学部研究紀要(以下「研究紀

要jという.)は，本学部教職員投ぴに関係者の研究

活動を広く紹介するために刊行するものであり，その

投稿，及び編集・刊行にあたっては，この要項の定め

るところによる.

1 刊行回数は年1回とし，原稿は研究紀要編集委員

会{以下「委員会jという.)の指定した日時まで

に提出されたものとする.

2 研究紀要に投稿できる原稿は，総説"原著書語文，

実践的研究，調査・研究資料.評論(研究ノートを

に益すると考えられ問題提議となるもの.

3 11草稿執筆については下記の婆領による.

(1) 原稿は図，表，写真および要約を含め，時j上がり

9ベージ以内を原則とし，次の書式に従うものとす

る.

a 原稿はA41板縦長積書きとし，和文の場合は余

角40宇部行で，主主文は12ポイント程度の活字を

用いダブルスペースで作成する.

b 事l文原稿は，常用漢字，現代かなづかいを用

い，句読点およびカッコは1字に相当するように

し，単位は原員liとして国際単位による.

(2) 原稿には表紙を付し，表題，著者名及び幸子者の所

濡先を和文と英文で記載する E また，連絡先となる

著者を明示し，その宛先，望童話番号，ファックス番

含む闘に各種報告，推薦論文，紹介とし，区分及び 号及び穂子メールアFレスを和文と英文で記載する.

内容は以下の通りとする (3) 総説と原著論文には抄録 (Abs廿uct)とキーワー

(1) 総説 ド (Keyword)をつける.抄録は木文が和文，英

それぞれの研究領域における自己の研究成果も交

えて考察を加え，体系的に整理したもの

(2) jJ;!著論文

オリジナリティーが高く科学論文として完結して

いるもの.

(3) 実践的研究

実践現場からのオリジナリティーの高い指導緩験

等について考察し整理したもの.

(4) 調査俗研究資料

それぞれの学問領域の発展のための高い指導経験

等について考察し，整理したもの.

(5) 評論{研究ノートを含む)

園内外の競技等の中で，専門家の立場から自分の

研究アイデアを交え運動方法学あるいはコーチ学的

に論議すべき題材を見出し評論したもの

(6) 各種報告

学長裁量経費等による成果や海外研修及び圏内研

修等の成果を報告したもの

(7) 推薦論文

交続協定のある大学からの寄稿論文で本学部の研

究推進に寄与するもの凶

(昌) 紹介

圏内外の研究の動向を伝九本学部の研究の推進

文いずれの場合も英文とし， (l)-aに従い200~500

語で作成する キーワードは英文で 3~5穏とする，

(4) 本文項目の願序は，緒言書(はじめに)，方法，結

果，考察， (謝辞、注釈)，引用文献のj艇とし，小項

目に見出し番号を付ける場合は. 1. 2. 1) 2) 

(1) (2)…，①②…の臓とする

(5) 本文中で引用文献に言及した場合，文単の右肩か

著者名の右肩に末尾の文献表1::照合する番号を付

ける. 3名以上の共著の場合は， rたちJ，rらJ，ret 
alJを用いる.

{伊U)徳永たち幻によればー "Kawasakiら引によれば，

Ko盟iyaet a15) 

(6) 図表は，原票uとして英文で作成し，番号はF!宮1.，
Table 1とする.また，すべて本文とは別紙(1区

l表1枚}とし，本文の機外に挿入する箇所を朱著書

で指定する.

(7) 原図はそのまま製版可能なものとする.

(8) 特殊な印剥・経費を必主主とするもの(例えば，カ

ラー写真など}についてはp 著者負担とする.

(9) 引用文献は，本文中の引用順1::番号(汁カッコ}

を付け著者名は省略しないで全員を記入し，掲載瀬

序は下記に従って記載する閉券数，発行年{西暦年)，

カッコ及び欧文は半角とする.なお，欧文雑誌名は，



正式な省略形がある場合は省略形を用いるものとす

る.

a 雑誌から引用する場合

著者名〔共著者の場合コンマし}で続け，全員

を記載)(荷暦発行年)論文表題.掲載雑誌名，

巻数{号数を示す必要ある場合は巻数の後に{号

数):始頁終頁.

{伊U)

1)得厨雅人，平木場浩二 (2005) 筋運動時の機

械的効率過去および最近の動向.九州体育・

スポーツ研究， 19(2) : 1-10 

2) Sagawa Sueko， Katsuya Ya田 auchl，Yuka 

Tsutsui， Yutaka Endo， Keizo Shiraki (2005) 

A VP Response to LBNP Is Attenuated in a 

Hyperbaric Environ田 ent.Aviat Space Environ 

Med 76(呂): 73骨一 743.

b 単行本から引用する場合

引用頁の書き方は， 1頁のみのときはIJ.(!j、

文字のEの後にビリオi勺，複数ページのときは

pp.(小文字のppの後にピリオド)，引用筒所が限

定できないときは総ベージ数をPp.(大文字のp

と小文字のEの後にピリオめとして記載する.

① 著書

著者名(西暦発行年) 明書名版数(必要な場

合L発行氏発行地(欧文の場合).始]{一終賞.

{伊tl)

1)福留強，古市勝也 (2∞5) 資料と図でみる生
涯学習.日常出版，東京， p.180. 

2) Loring B. Rowell (1事93): HUMAN 

CARDlOV ASCULAR CONTROL. Oxford 

University Press， New York， p.28. 

② 編集番・駿修番

執筆者名(西瞬発行年):章名，編集者名繍七

番名.発行所，発行地(欧文の場合)，始頁終

真

(伊U)

1)藤島和孝(J鈎3)調現代生活における健康と運

動，九州大学健康科学センター{編L健康と運動

の科学，大修館著書庇即.30-31.

2) Willia由 sC (1宮官4)胴 Dietand sports 

perfo問団nce，In Ha打i関紙甲Vil1iamsC， Stanish 

WD， Micheli LJ (eds). Oxford textbook of sports 

medicine. Oxford University Press， Oxford. 

pp65串2

75 

③翻訳書

カタカナ著者名(翻訳者名川西暦発行年):書名.

発行所，始頁終頁.。京著者名{発行年ド願書

名，発行所，発行地ト

(例)

1)アレッlJスF'ロッシュ，スティーブンB'ハ
イムズフィールド，ティモシィ G.ローマン編集

(小宮秀一蹴訳)(2001):身体組成研究の慕礎と

応JIj.大修館書j吉.pIJ.146-pp.148. 

(Alex F. Roche. Steven B. Hey出 sfield，

Timo出vG吻 Lohman(1倒的:HUMAN BODY 

COMPOSITION. Human Klnetlcs Publishers， 

Inc.. Quebec.) 

(10) 提出原稿と電子媒体は， A4版の封筒に入札封

衡の表に原稿の種類，表題，著者名，連絡責任者，

原稿の木文枚数(引用文献を含む).劉の枚数.誌

の枚数，別制り希裏部数を記入する

(ll) 初校と第二校の校正は，著者によって行われ，編

集委員会の指定した期日内に終えなければならない.

第三校の校正は編集委員会が行う 校正による大幅

な原稿の修正はみとめない.

附則

平成均年11月22日 一部改正

平成21年同月21日 部改正
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スポーツ学部研究紀要第4号をお届けします‘本号には原著論文3篇に加え，実践的研究3

篤調査。研究資料5篇，報告1鱗を掲載しました.なお本号から.llubl!cat!on l!st & act!v!ty 

repo時は不掲載とするととになりました.本号には，若手研究者からの研究成果が多く寄せ

られ，今後の発展が期待されます.情報発信の壊として，研究紀要のま寸まずの充実をはか

りたいと願っています
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